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七 庶 六
条 務 会 会 会 条

） 議 議 議
委 の は の 委
員 議 、 議 員
会 事 委 長 会
の は 員 は の
庶 、 の 、 会

３ ２ 第（ （
会 五 委
議 委 委 条 員
） 員 員 長

長 長 委 ）
に は 員
事 、 会
故 会 に
が 務 、

第 第 第（ （
と 四 解 三 再 二
き 条 任 条 任 条
は ） ）
、 山 委 委
こ 口 員 員
れ 県 は 会
を 公 、 の
解 安 二 委

第（ （
定 て 二 一 趣
数 必 十 条 旨
） 要 条 ）

な 第 こ
事 一 の
項 項 条
を に 例
定 規 は

務 出 過 委 議
は 席 半 員 （
、 し 数 長 以
警 た が を 下
察 委 出 も 「
本 員 席 っ 会
部 の し て 議
警 過 な 充 」
務 半 け て と
部 数 れ る い
に で ば 。 う
お 決 、 。

あ を 委
る 総 員
と 理 長
き し を
又 、 置
は 委 き
委 員 、
員 会 委
長 を 員
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欠 表 互
け す 選
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す 員 に の
る 会 限 定
こ は り 数
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と 置 容
す 施 施
る 設 設
。 視 及

察 び
委 被
員 収
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の 又 対 県 百
相 は す 税 二
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符 符 条 義
号 暗 号 識 ）
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識 号 電 号 条
別 子 例
符 電 情 電 に

第 （
と 報 一 趣
す 通 条 旨
る 信 ） 特
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術 条 営
の 例 利
利 は 活

山
口 特 こ
県 平 定 の
条 成 非 条
例 十 営 例
第 九 利 は
三 年 活 、
号 三 動 公

月 促 布

四
を ハ ロ

附 請 地
求 方 法 法

則 す 税 第 第
る 法 十 十
た 第 六 一
め 七 条 条

号 子 報 子 お
が 情 処 情 い
利 報 理 報 て
用 処 組 処 、
者 理 織 理 次
の 組 を 組 の
入 織 使 織 各
力 を 用 を 号
に 使 す 使 に
係 用 る 用 掲
る し 者 し げ
も て て る

用 、 動
に 特 促
関 定 進
す 非 法
る 営 に
法 利 よ
律 活 る

動 読（
平 促 替
成 進 え
十 法 後
四 の

十 進 の
三 法 日
日 に か

よ ら
る 施
読 行
替 す
え る
後 。
の
行
政

に 百 第 第
必 条 一 一
要 の 項 項
な 四 第 の
軽 十 六 第
油 三 号 二
引 に に 次
取 お 規 納
税 い 定 税
に て す 義
関 準 る 務
す 用 保 者（

の 申 以 申 用
で 請 下 請 語
あ 等 等 の「
る を 利 を 意
こ し 用 し 義
と 、 者 、 は
を 又 」 又 、
確 は と は 当
認 処 い 処 該
す 分 う 分 各
る 通 。 通 号

（
年 平 行
法 成 政
律 十 手
第 年 続
百 法 等
五 律 に
十 第 お
一 七 け
号 号 る
。 ） 情
以 第 報

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

る す 証
犯 る 人
則 国
事 税
件 犯
の 則
犯 取
則 締
嫌 法
疑 （
者 明

た 知 ） 知 に
め 等 を 等 定
に を 他 を め
付 受 の 受 る
さ け 利 け と
れ る 用 る こ
、 場 者 場 ろ
か 合 と 合 に
つ に 区 に よ
、 お 別 お る
そ い し い 。

下 四 通
十 信「

読 四 の
替 条 技
え の 術
後 二 の
の の 利
法 規 用
」 定 に
と に 関
い よ す

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

又 治
は 三
参 十
考 三
人 年
の 法
生 律
存 第
の 六
事 十
実 七

の て て て
内 、 識 、
容 電 別 電
を 子 す 子
み 情 る 情
だ 報 た 報
り 処 め 処
に 理 に 理
第 組 付 組
三 織 さ 織
者 を れ を

う り る
。 読 法
） み 律
の 替 の
施 え 施
行 て 行
に 適 に
つ 用 関
い さ す
て れ る
必 る 条

山 律
の口 施

県 行
に知 関

事 す
る
条

二 例
を

又 号
は ）
氏 に
名 よ
若 る
し 同
く 法
は 第
住 二
所 条
の 第

に 使 る 使
知 用 も 用
ら す の す
せ る を る
て た い た
は め う め
な に 。 に
ら 必 必
な 要 要
い な な

要 行 例
な 政
事 手
項 続
を 等
定 に
め お
る け
も る
の 情

こ
井 こ

に
公

関 布
す
る

成 。

確 一
認 項
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一 て
は

電 、
子 電
署 子
名 署
に 名
係 を

５ ４
い 要 な
ず 電 が 電 け
れ 子 あ 子 れ
か 申 る 申 ば
に 請 と 請 な
該 を 認 を ら
当 す め す な
す る て る い

３
等 計 的 二 一
及 算 記 電
び 機 録 子 書 書
電 に に 申 面 面
磁 よ 記 請 等 等
的 り 載 を に に
記 入 さ す よ よ
録 力 れ る り り

２ 第
げ 電 知 三
る 読 子 事 条
事 替 計 が
項 え 算 必 読
を 後 機 要 替
、 の に と え
電 法 送 認 後
子 第 信 め の

（
電 四 三
子 で 符
情 あ 電 号 電
報 る 子 及 子
処 こ 証 び 署
理 と 明 物 名
組 を 書 件
織 証 を 電

る 行
地 う
方 こ
公 と
共 を
団 要
体 し
の な
認 い
証 。
業
務

る 者 指 者 。
も は 示 は
の 、 し 、
を 第 た 県
添 二 と の
付 項 き 機
し 及 は 関
て び 、 が
県 第 当 、
の 三 該 前
機 項 添 項
関 の 付 の

の し 、 者 申 申
う 、 若 は 請 請
ち 又 し 、 等 等
県 は く 書 を を
の 当 は 面 す す
機 該 記 等 る る
関 添 録 に と と
が 付 さ よ き き
あ 書 れ り に に
ら 類 て 申 経 記
か 等 い 請 由 載
じ 若 る 等 す す

申 三 し る 法
請 条 て 事 第
を 第 識 項 三
す 一 別 を 条
る 項 符 、 第
者 の 号 そ 一
の 規 及 の 項
使 定 び 者 の
用 に 暗 の 規
に 基 証 使 定
係 づ 符 用 に
る き 号 に 基

に 明 申 適 子
よ す 請 正 署
る る 等 に 名
申 た を 管 及
請 め す 理 び
等 に る す 認
） 作 者 る 証

成 又 こ 業
さ は と 務
れ 県 に に
る の よ 関
電 機 り す

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

の 規 書 規
使 定 類 定
用 に 等 に
に よ を よ
係 り 県 り
る 入 の 入
電 力 機 力
子 し 関 さ
計 た に れ
算 情 提 た
機 報 出 事

め し 事 を べ べ
指 く 項 す き き
定 は 若 る 県 こ
し 当 し と の と
た 該 く き 機 と
も 電 は に 関 さ
の 磁 こ 添 が れ
に 的 れ 付 あ て
つ 記 ら す る い
い 録 に べ 場 る
て に 記 き 合 事

電 電 に 係 づ
子 子 つ る き
計 情 い 電 電
算 報 て 子 子
機 処 知 計 情
に 理 事 算 報
よ 組 の 機 処
り 織 登 理（
入 を 録 入 組
力 使 を 出 織
し 用 受 力 を

磁 関 、 る
的 が 本 法
記 電 人 律
録 子 だ （
を 署 け 平
い 名 が 成
う を 行 十
。 行 う 二

っ こ 年
た と 法
も が 律

年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
第

に に し 項
送 電 な が
信 子 け 添
し 署 れ 付
な 名 ば 書
け を な 類
れ 行 ら 等
ば い な に
な 、 い 記
ら こ 。 載
な れ さ

は 係 載 こ に 項
、 る し と あ
当 記 、 と っ
該 録 若 さ て
添 媒 し れ は
付 体 く て 、
書 を は い そ
類 県 記 る の
等 の 録 書 名
又 機 す 面 称
は 関 べ 等

な し け 装 使
け て な 置 用
れ 申 け を し
ば 請 れ 含 て
な 等 ば む 申
ら を な 。 請
な す ら 以 等
い る な 下 を
。 者 い 同 し

。 じ よ（
以 。 う

の で 第
で き 百
あ る 二
る こ 号
こ と ）
と と 第
を な 二
確 る 条
認 も 第
す の 一
る に 項

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電

い に れ
。 当 て
た 該 い
だ 電 る
し 子 事
、 署 項
県 名 と
の に 相
機 係 違
関 る な
が 電 い

電 に き （
磁 提 事 以
的 出 項 下
記 し を 「
録 な 、 添
に け 電 付
係 れ 子 書
る ば 申 類
記 な 請 等
録 ら を 」
媒 な す と

下 ） と
に す「

電 よ る
子 り 者
申 入 は
請 力 、
を し あ
す 、 ら
る こ か
者 れ じ
」 を め

た 限 に
め る 規
に 。 定
用 ） す
い を る
ら い 電
れ う 子
る 。 署
事 名
項 （
が こ

子
証
明
書

五

指 子 こ
定 証 と
す 明 を
る 書 確
申 で 認
請 次 す
等 の る
に 各 た
つ 号 め
い の 必

体 い る い
を 。 者 う
県 た の 。
の だ 使 ）
機 し 用 若
関 、 に し
に 添 係 く
提 付 る は
出 書 電 電
し 類 子 磁

と 県 、
い の 氏
う 機 名
。 関 又
） の は
は 使 名
、 用 称
次 に そ
に 係 の
掲 る 他

こ れ
れ を
ら 行
の う
者 た
に め
係 に
る 必
も 要
の な
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４

県
の
機
関
は
、
処

３ ２
こ 当 ル に
れ 処 該 に 記 読
を 分 入 記 載 替
行 通 力 録 す え
わ 知 し す べ 後
な 等 た る き の
け を 情 こ 事 法
れ 受 報 と 項 第

第 第（
第 五 電 名 四
一 条 子 を 条
項 情 行
の 読 報 い 読
規 替 処 、 替
定 え 理 当 え
に 後 組 該 後
基 の 織 電 の

７ ６
し 機 特
な 電 に 定 電 す
け 子 送 す 子 る
れ 申 信 る 情 こ
ば 請 す た 報 と
な を る め 処 が
ら す も の 理 で
な る の 番 組 き

四 三 二
き 子

前 登 商 署 電
三 記 業 名 子
号 官 登 が 署
に が 記 電 名
掲 作 法 子 及
げ 成 申 び（

分
通
知
等
を
受
け
る
者
が
当
該

ば け に が を 四
な る は で 県 条
ら 者 、 き の 第
な は 電 る 機 一
い 、 子 状 関 項
。 処 署 態 の の

分 名 で 使 規
通 を 、 用 定
知 行 県 に に
等 い の 係 基
を 、 機 る づ
そ か 関 電 き

づ 法 に 子 法
き 第 よ 署 第
電 四 る 名 三
子 条 処 に 条
情 第 分 係 第
報 一 通 る 四
処 項 知 電 項
理 の 等 子 の
組 規 ） 証 条
織 定 明 例
を に 書 で
使 よ を 定

い 者 と 号 織 る
。 は す を 電（

、 る 次 使 子
第 。 項 用 証
三 に し 明
項 お て 書
の い 行
規 て わ
定 れ「
に 到 た
よ 達 申
り 番 請

る し 昭 請 認
も た 和 を 証
の 電 三 す 業
の 子 十 る 務
ほ 証 八 者 に
か 明 年 に 関
、 書 法 よ す
県 律 り る
の 第 行 法
機 百 わ 律
関 二 れ 第
の 十 た 八

処
分
通
知
等
を
そ
の
使
用
に

の つ の 子 電
使 、 使 計 子
用 当 用 算 情
に 該 に 機 報
係 電 係 に 処
る 子 る よ 理
電 署 電 り 組
子 名 子 入 織
計 に 計 力 を
算 係 算 し 使
機 る 機 、 用

用 り 添 め
し 県 付 る
て の す 氏
行 機 る 名
わ 関 こ 又
れ が と は
た 電 と 名
申 子 す 称
請 情 る を
等 報 。 明
に 処 ら

添 号 等
付 」 が
書 と 県
類 い の
等 う 機
又 。 関
は ） の
電 を 使
磁 県 用
的 の に
記 機 係

使 五 も 条
用 号 の に
に ） で 規
係 第 あ 定
る 十 る す
電 二 こ る
子 条 と 認
計 の を 定
算 二 確 認
機 第 認 証
に 一 す 事

係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

に 電 に 処 し
備 子 備 分 て
え 証 え 通 処
ら 明 ら 知 分
れ 書 れ 等 通
た を た を 知
フ 添 フ 受 等
ァ 付 ァ け を
イ し イ る す
ル な ル 者 る
に け に が 県

対 理 か
す 組 に
る 織 す
諾 を る
否 使 措
の 用 置
応 し は
答 て 、
と 行 前
し う 条
て こ 第

録 関 る
に の 電
係 使 子
る 用 計
記 に 算
録 係 機
媒 る に
体 電 備
を 子 え
提 計 ら
出 算 れ

よ 項 る 業
り 及 こ 者
電 び と が
子 第 が 作
署 三 で 成
名 項 き し
が の る た
電 規 も 電
子 定 の 子
申 に 証（
請 他 限 明

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る

記 れ 記 そ の
録 ば 録 の 機
す な し 使 関
る ら な 用 は
こ な け に 、
と い れ 係 書
が 。 ば る 面
可 な 電 等
能 ら 子 に
と な 計 よ
な い 算 り

行 と 五
う が 項
処 で （
分 き た
通 る だ
知 処 し
等 分 書
と 通 を
す 知 除
る 等 く
。 は 。

す 機 た
る か フ
と ら ァ
き 電 イ
は 子 ル
、 申 に
到 請 記
達 を 録
番 す さ
号 る れ
を 者 た

を の る 書
す 法 。 （
る 令 ） 県
者 に の
に お 機
よ い 関
り て の
行 準 使
わ 用 用
れ す に
た る 係

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と

っ 。 機 処
た こ に 分
と の 備 通
き 場 え 知
は 合 ら 等
、 に れ を
遅 お た す
滞 い フ る
な て ァ と
く 、 イ き

、 ）
読 の
替 規
え 定
後 に
の よ
法 り
第 電
三 子
条 署

明 の と
ら 使 き
か 用 は
に に 、
し 係 当
て る 該
、 電 申
こ 子 請
れ 計 等
を 算 を

も 場 る
の 合 電
で を 子
あ 含 計
る む 算
こ 。 機
と ） に
を に よ
確 基 り
認 づ 電

六
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例特
定
非
営
利
活

山 こ
口 こ 特
県 平 に 定
条 成 公 非
例 十 布 営
第 九 す 利
四 年 る 活
号 三 。 動

月 促

こ 三 二
の に
条 附 書 表 書
例 面 示 面
は 則 等 す 等
、 に る に
公 係 方 係
布 る 法 る

第 ２（
一 八 電 も

条 磁 、 知
書 的 同 事
面 読 記 様 は
等 替 録 と 、
に え に す 前
係 後 よ る 項
る の る 。 の

第 第（
七 技 名 六 き
条 術 に 条 か

的 係 ら
電 基 る 読 二
子 準 電 替 十
申 ） 子 え 四
請 証 後 時
を 明 の 間

動
促
進
法
に
よ
る
読
替
え
後
の

十 進
三 法
日 に

よ
る
読
替
え
後
の
民
間

の 電 電
日 磁 磁
か 的 的
ら 記 記
施 録 録
行 に に
す 記 記
る 録 録
。 さ さ

れ れ
て て
い い

電 法 縦 技
磁 第 覧 術
的 五 等 的
記 条 ） 基
録 第 準
を 一 を
イ 項 定
ン の め
タ 規 た
ー 定 と
ネ に き
ッ よ

す 書 法 以
る を 第 内
者 添 四 に
及 付 条 こ
び す 第 れ
処 る 四 を
分 こ 項 行
通 と の わ
知 と 条 な
等 す 例 い
を る で と
受 。 定 き

民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面

事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保

る る
事 事
項 項
を を
記 県
載 の
し 事
た 務
書 所
類 （
の 主

は
ト り 、
を 書 イ
利 面 ン
用 等 タ
し の ー
て 縦 ネ
公 覧 ッ
衆 等 トが に の閲 代 利覧 え

け め そ
る る の
者 氏 他
の 名 特
使 又 に
用 は 必
に 名 要
係 称 が
る を あ
電 明 る
子 ら と

の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通

存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

縦 た
覧 る
等 事
を 務
行 所
う 以
方 外
法 の

事
務
所

用す て そる 行 のこ う 他と 縦 のが 覧 方で 等 法き は にる 、 よ状 次
り態 の
こに い

計 か 認
算 に め
機 す る
に る と
つ 措 き
い 置 は
て は 、
必 、 書
要 処 面
な 分 等
技 通 に

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

山 技
術口 の

県 利
用知 に

事 関
す
る

二 法
律

を
含
む
。
）
に
備
え
置
か
れ

れ置 ず
をく れ
公方 か
表法 の
す方
る法
もに
のよ
とり
す行
るう

術 知 よ
的 等 り
基 に 当
準 係 該
は る 処
、 情 分
知 報 通
事 に 知
が 電 等
定 子 を
め 署 す

法
律
の
施
行
に

七 関
す
る
条

の
井 施

行
に

関 関
す
る

成 条
例
を

た
電
子
計
算
機
の
映
像
面

。も
この
れと
をす
変る
更。
し
た
と
き

る 名 る
。 を こ

行 と
い が
、 で
当 き
該 る
電 。
子
署
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（
電
磁
的
記
録
に
よ
る

第 第 （
の 五 非 四 電 二
使 条 営 条 磁
用 利 的 電
に 読 活 読 記 磁
係 替 動 替 録 的
る え 促 え に 記
電 後 進 後 よ 録
子 の 法 の る に

２
一 れ 二

た ば 民
め 電 な 間 書
の 磁 ら 事 面
措 的 な 業 を
置 記 い 者 ス

録 。 等 キ
に は ャ

第 第
一 三 号 二

デ 又 条 ） 条
ィ 書 第は
ス 面 読 五 読磁
ク に 替 十 替気
等 よ え 一 えデ
」 り 後 条 後ィ
と 保 の 第 のス

第（ （
電 要 面 一 趣
磁 な の 条 旨
的 事 保 ）
記 項 存 こ
録 を 等 の
に 定 に 条
よ め お 例
る る け は

縦
覧
等
）

計 法 第 法 作 記
算 第 二 第 成 録
機 四 十 四 ） さ
に 条 八 条 れ
備 第 条 第 た
え 一 第 一 事
ら 項 一 項 項
れ の 項 の を
た 規 及 条 整
フ 定 び 例 然
ァ に 第 で と
イ よ 三 定 、

記 、 ナ
録 読 （
さ 替 こ
れ え れ
た 後 に
事 の 準
項 法 ず
を 第 る
民 三 画
間 条 像
事 第 読
業 一 取

い 存 法 一 法ク
う を 第 項 第、
。 行 三 並 三シ
） う 条 び 条ー
に と 第 に 第・
記 き 一 特 一デ
録 に 項 定 項ィ
し 当 の 非 のー
た 該 規 営 条・
電 書 定 利 例ロ
磁 面 に 活 でム
的 に よ 動 定

保 も る 、
存 の 情 特
） と 報 定

す 通 非
る 信 営
。 の 利

技 活
術 動
の 促
利 進
用 法
に

ル り 十 め か
又 書 五 る つ
は 面 条 作 明
磁 の 第 成 り
気 作 一 は ょ
デ 成 項 、 う
ィ に の 特 に
ス 代 規 定 記
ク え 定 非 載
等 て に 営 し
に 行 基 利 た

者 項 装
等 の 置
の 規 を
使 定 含
用 に む
に よ 。
係 り ）
る 書 に
電 面 よ
子 の り
計 保 読

そ
記 記 り 促 めの
録 載 書 進 る他
を す 面 法 保こ
保 べ の 第 存れ
存 き 保 二 はら
す こ 存 十 、に
る と に 八 特準
方 と 代 条 定ず
法 さ え 第 非る れ て 一 営方 て 行 項 利

（
関 平
す 成
る 十
法 年
律 法

律（
平 第
成 七
十 号
六 ）
年 第

記 う づ 活 書
録 作 く 動 面
す 成 作 促 を
る は 成 進 直
方 、 と 法 ち
法 当 す 第 に
に 該 る 十 作
よ 書 。 四 成
ら 面 条 す
な に に る
け 記 お こ

算 存 み
機 に 取
の 代 っ
映 え て
像 て で
面 電 き
に 磁 た
直 的 電
ち 記 磁
に 録 的
、 の 記

法 い う 及 活に る 保 び 動よ 事 存 第 促り 項 は 三 進一 を 、 十 法定 民 次 五 第の 間 の 条 十事 事 い 第 四項 業 ず 一 条を 者 れ 項 に
確 等 か の お

法 四
律 十
第 四
百 条
四 の
十 三
九 の
号 規
。 定
以 に
下 よ

れ 載 い と
ば す て が
な べ 準 で
ら き 用 き
な こ す る
い と る た
。 と 民 め

さ 法 の
れ 第 措
て 五 置
い 十

整 保 録
然 存 を
と を 保
、 行 存
か う す
つ と る
明 き 方
り は 法
ょ 、
う 次
に に

実 の の 規 い
に 使 方 定 て
記 用 法 に 準
録 に に 基 用
し 係 よ づ す
て る ら く る
お 電 な 保 民
く 子 け 存 法
こ 計 れ と （
と 算 ば す 明
が 機 な る 治

り「
読 読
替 み
え 替
後 え
の て
法 適
」 用
と さ
い れ
う る

る 一
事 条
項 第
を 一
民 項
間 並
事 び
業 に
者 特
等 定

表 掲
示 げ
す る
る 措
こ 置
と を
が 講
で じ
き な
る け

で に ら 。 二
き 備 な 十
る え い 九
物 ら 。 年

れ 法（
以 た 律
下 フ 第

ァ 八「
磁 イ 十
気 ル 九

。 民
） 間
の 事
施 業
行 者
に 等
つ が
い 行
て う
必 書

八
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第
三
条

山
口
県
農
林

第（
業 二
務 山 条
） 口

県 農
農 名 林
林 総
総 合
合 技

第 山（ （
名 す 一 設 口
称 る 条 置 県
及 。 ） 山 条
び 農 口 例
位 業 県 第
置 並 農 五
） び 林 号

に 総

山 こ
平 口 の
成 県 条
十 農 例
九 林 は
年 総 、
三 合 公
月 技 布

第 第
い 事 七 六
。 業 条 条

附 者
等 読 読

則 の 替 替
事 え え
務 後 後
所 の の

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
（
以
下

技 術
術 セ
セ ン
ン タ
タ ー
ー の

名
称
及
び

称 位
置

森 合
林 技
及 術
び セ
林 ン
業 タ
に ー
関 条
す 例
る
試
験

十 術 の
三 セ 日
日 ン か

タ ら
ー 施
条 行
例 す
を る
こ 。
こ
に
公

に 法 法
備 第 第
え 五 五
置 条 条
か 第 第
れ 一 一
た 項 項
電 の の
子 規 条
計 定 例
算 に で
機 よ 定「

農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
」

は
、
次
の

山 と
お

位 り
と
す口 る
。

研
究
、
技
術
指
導
等
を
行
い

布
す
る
。

の り め
映 書 る
像 面 縦
面 の 覧
に 縦 等
表 覧 は
示 等 、
す に 特
る 代 定
方 え 非
法 て 営

と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ

置

市

、
も
っ
て
農
業
及
び
林
業
の

又 行 利
は う 活
当 縦 動
該 覧 促
事 等 進
項 は 法
を 、 第
記 当 二
載 該 十
し 書 八
た 面 条

る
業
務
を
行
う
。

振
興
を
図
る
た
め
、
農
林
総

山
口
県
知
事

二

書 に 第
類 係 二
の る 項
縦 電 の
覧 磁 規
等 的 定
を 記 に
行 録 基
う に づ
方 記 く
法 録 縦

九

合
技
術
セ
ン
タ
ー
を
設
置

井

関

成

に さ 覧
よ れ 等
ら て と
な い す
け る る
れ 事 。
ば 項
な を
ら 民
な 間



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

二

知
事
の
指
示
に

第 （
一 者 許 三 二六

」 可条
こ と の 乳 森
の 総 取 用 林知
条 称 消 牛 ・事
例 す し 等 林は
又 る 等 の 業、
は 。 ） 育 研前

第 第（
一 を 五 使 四

変 条 用 条
農 更 の
業 し 農 許 農
者 よ 林 可 林
研 う 総 ） 総
修 と 合 合
教 す 技 技

（
職 九 八 七 六 五
員
） 前 家 乳 農 種

各 畜 用 作 苗
号 人 牛 物 の
に 工 及 の 生
掲 授 び 品 産
げ 精 肉 種 及

四 三 二 一
す

依 農 る 農 農
頼 業 普 業 業
を 並 及 並 並
受 び 指 び び
け に 導 に に
て 森 活 森 森

従
わ
な
い
と
き
。

こ ） 成 修条
の が 管 施の
条 次 理 設許
例 の 施可
に 各 設を
基 号 受
づ の け
く い た
規 ず 者
則 れ 又
に か は
違 に

育 る 術 術
施 と セ セ
設 き ン ン

も タ タ
、 ー ー
同 の に
様 施 、
と 設 所
す の 長
る う そ
。 ち の

次 他

る 用 用 の び
も 精 牛 展 配
の 液 示 布（
の 、 以 及 に
ほ 種 下 び 関
か 畜 栽 す「
、 及 乳 培 る
農 び 用 技 こ
業 種 牛 術 と
及 卵 等 の 。
び の 」 実
林 配 と 証

行 林 動 林 林
う 及 を 及 及
農 び 含 び び
業 林 む 林 林
に 業 。 業 業
関 に ） に に
す 関 並 関 関
る す び す す
試 る に る る
験 情 研 技 試
、 報 修 術 験
分 及 指 研農

反 該 林
し 当 総
た す 合
と る 技
き と 術。 き セは ン、 タそ ーの の許

に 必
掲 要
げ な
る 職
も 員
の を
を 置
使 く
用 。
し
よ

業 布 い に
の に う 関
振 関 。 す
興 す ） る
を る の こ
図 こ 育 と
る と 成 。
た 。 管
め 理
に に
必 関

（
析 び 農 導 究
及 資 業 及 に
び 料 改 び 関
検 の 良 経 す
定 収 助 営 る
に 集 長 指 こ
関 及 法 導 と
す び 第 。（
る 提 八 農
こ 供 条 業
と に 第 改施可 設を の取 うり ち消 同し 条、 各又

号は
にそ
掲の

う
と
す
る
者
は
、
知
事
の
許

要 す
な る
業 こ
務 と
に 。
関
す
る
こ
と
。

。 関 一 良
す 項 助
る に 長
こ 規 法
と 定 （
。 す 昭

る 和
普 二
及 十
指 三
導 年

げ使
る用
もを
の拒
以む
外こ
のと
もが
ので
をき
使る

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

員 法
の 律
研 第
修 百
を 六
含 十
む 五
。 号
） ）
に 第
関 七

用。
す
る
者
（
以
下
「
使
用

い
。
許
可
を
受
け
た
事
項

す 条
る 第
こ 一
と 項
。 第

二
号
に
規
定

一
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

４

第 一
二 般
十 職
四 の
条 職
第 員
一 の

３（ （
一 な 経 三
般 す こ 過
職 。 の 措 山
の 条 置 口
職 例 ） 県
員 の 畜
の 施 産
特 行 試

２ １（ （
二 一 山 施

次 口 こ 行
山 山 に 県 の 期
口 口 掲 農 条 日
県 県 げ 業 例 ）
林 農 る 試 は
業 業 条 験 、
指 試 例 場 平

第 （
九 そ 弁 て
条 の 償 ん

附 他 金 し
こ ） 額 、

則 の の 若
条 全 し
例 部 く
に 又 は

第 第（ （
八 弁 第 七 使
条 償 一 条 用

） 号 料
使 ） 使 及
用 に 用 び
者 定 者 手
は め 又 数
、 る は 料

項 特
中 殊

勤「
山 務
口 手
県 当
畜 に
産 関
試 す
験 る
場 条
」 例

殊 の 験
勤 際 場
務 現 条
手 に 例
当 前 （
に 項 昭
関 第 和
す 三 五
る 号 十
条 の 三
例 規 年
の 定 山

導 験 は 条 成
セ 場 、 例 十
ン 条 廃 等 九
タ 例 止 の 年
ー す 廃 四（
条 昭 る 止 月
例 和 。 ） 一

三 日（
昭 十 か
和 九 ら
五 年 施
十 山 行

定 は 修
め 一 理
る 部 し
も を 、
の 免 又
の 除 は
ほ す 金
か る 銭
、 こ を
農 と も
林 が っ
総 で て

農 と 農 ）
林 こ 林
総 ろ 総
合 に 合
技 よ 技
術 り 術
セ 、 セ
ン 使 ン
タ 用 タ
ー 料 ー
の 又 に
施 は 試

を （
昭「

山 和
口 三
県 十
農 七
林 年
総 山
合 口
技 県
術 条

一 に 口
部 よ 県
改 る 条
正 廃 例
） 止 第

前 一
の 号
山 ）
口
県
畜

一 口 す
年 県 る
山 条 。
口 例
県 第
条 三
例 十
第 七
一 号
号 ）
）

合 き そ
技 る の
術 。 損
セ 害
ン を
タ 弁
ー 償
の し
管 な
理 け
に れ

設 手 験
又 数 、
は 料 分
器 を 析
材 納 、
器 入 検
具 し 定
を な 等
損 け を
傷 れ 依
し ば 頼

セ 例
ン 第
タ 一
ー 号
」 ）
に の
改 一
め 部
る を
。 次

の

産
試
験
場
条
例
第
五
条
の
規

つ ば
い な
て ら
必 な
要 い
な 。
事 た
項 だ
は し
、 、
知 知

、 な し
又 ら よ
は な う
亡 い と
失 。 す
し る
た 者
と は
き 、
は 山
、 口

よ
う
に
改
正
す
る
。

定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可

事 事
が が
定 や
め む
る を
。 得

な
い
理
由
が

知 県
事 使
の 用
指 料
示 手
に 数
従 料
い 条
、 例
そ （
の 昭

一
一

は
、
第
五
条
の
許
可
と
み

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

負 和
担 三
に 十
お 一
い 年
て 山
こ 口
れ 県
を 条
補 例



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
山
口
県
建
築
審
査
会

第 第（ （
四 山 三 山

第 条 口 第 条 口
二 県 七 県
条 山 税 条 山 統
第 口 賦 第 口 計
一 県 課 一 県 調
号 税 徴 項 統 査
中 賦 収 中 計 条

十 第 一 第
八 二 二
条 地 条 知 条
第 方 第 事 第
一 自 一 及 一
項 治 項 び 項
の 法 に 副 第

第 第（ （
二 知 一 山
条 事 第 条 口

の 二 県 地
知 退 条 山 吏 方
事 隠 中 口 員 自
の 料 県 恩 治「
退 等 県 吏 給 法
隠 に 吏 員 条 の

山
口 地
県 平 方
条 成 自
例 十 治
第 九 法
六 年 の
号 三 一

月 部
条
例
の
一
部
改
正
）

課 条 調 例「 「
県 徴 例 吏 査 の
吏 収 の 員 条 一
員 条 一 又 例 部
」 例 部 は 改（
を 改 調 昭 正（

昭 正 査 和 ）「
県 和 ） 員 二
職 二 は 十
員 十 」 五
」 五 を 年
に 年 山

出 の 次 知 一
納 一 の 事 号
長 部 一 を

を 号 次
改 を の
正 加 よ
す え う
る る に
法 。 改
律 め

る（
平 。

料 関 員 恩 例 一
等 す ト 給 の 部
に る ハ 条 一 を
関 条 」 例 部 改
す 例 の 改 正（
る の 下 昭 正 す
条 一 に 和 ） る
例 部 八 法「

改 地 年 律（
昭 正 方 山 の
和 ） 自 口 施
二 治 県 行

十 を
三 改
日 正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴「

改 山 職 口
め 口 員 県
る 県 又 条
。 条 は 例

例 調 第
第 査 三
三 員 十
十 は 四
九 、 号
号 」 ）
） に の

成
十
八
年
法
律
第
五
十
三
号

十 法 条 に
二 の 例 伴
年 一 第 う
山 部 十 関
口 を 六 係
県 改 号 条
条 正 ） 例
例 す の の
第 る 一 整
十 法 部 理
六 律 を に

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

の 改 一
一 め 部
部 る を
を 。 次
次 の
の よ
よ う
う に
に 改
改 正
正 す

）
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自

号 次 関（
） 平 の す
の 成 よ る
一 十 う 条
部 八 に 例
を 年 改
次 法 正
の 律 す
よ 第 る
う 五 。
に 十

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る

す る
る 。
。

治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

改 三
正 号
す ）
る ニ
。 依

ル
改
正
前
ノ
」

山 。
口
県
知
事

二

第
六
十
七
号
）
第
百
六
十

を
加
え
る
。

井

関

成

一
二
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一

知
事
及
び
副

第 間 （
在 十 と 恩

第 職 条 の 給
一 期 通 並
条 間 恩 算 び
第 と 給 に に
三 の 並 関 他
項 通 び す の
第 算 に る 地

第 （
九 知

別 第 条 事
表 二 等
中 条 知 の

中 事 給「
第 等 与出 副 三 の 及
号 給 び

第 第（
八 山 七

第 条 口 別 条
二 県 表
条 山 使 知 附
第 口 用 事 属
一 県 料 の 機
項 使 手 部 関
中 用 数 山 の

第 第（ （
附 六 副 五
属 条 出 第 条
機 納 七
関 副 長 条 山
の 出 設 第 口
設 納 置 二 県
置 長 条 項 建
に 設 例 及 築

知
事

一 に 他 条 方
号 関 の 例 公
を す 地 の 共
次 る 方 一 団
の 条 公 部 体
よ 例 共 改 の
う 団 正 退（
に 昭 体 ） 職
改 和 の 年
め 三 退 金
る 十 職 及
。 二 年 び

を 与 旅
削 及 費納 知 り び に
、 旅 関
第 費 す
四 に る長 事 号 関 条
を す 例
第 る の
三 条 一

一 号 例 部
、 と 改

料 料 口 設「
第 手 条 県 置
二 数 例 特 に
百 料 の 別 関
三 条 一 職 す
十 例 部 報 る
八 改 酬 条（
条 昭 正 等 例
の 和 ） 審 （
四 三 議 昭
第 十 会 和
四 一 の 二

関 置 の び 審
す 条 廃 第 査
る 例 止 八 会
条 ） 条 条（
例 昭 第 例
の 和 二 （
一 二 項 昭
部 十 中 和
改 八 二「
正 年 県 十
） 山 吏 五

口 員 年
年 金 退
山 及 職
口 び 一
県 退 時
条 職 金
例 一 の
第 時 基
二 金 礎
十 の と 」
五 基 な
号 礎 る

（
八 〇 し 昭 正
九 四 、 和 ）
〇 〇 第 三
、 、 五 十
〇 〇 号 二
〇 〇 を 年
〇 〇 第 山
円 円 四 口

号 県
を と 条

し 例

項 年 項 十
」 山 中 八
を 口 年「

県 、 山「
第 条 副 口
二 例 知 県
百 第 事 条
三 一 及 例
十 号 び 第
八 ） 出 五
条 の 納 十

県 」 山
条 を 口
例 県「
第 県 条
二 の 例
十 職 第
六 員 七
号 」 十
） に 九
は 改 号
、 め ）

） と べ
の な き
一 る 在
部 べ 職
を き 期
次 在 間
の 職 と
よ 期 県
う 間 職
に と 員
改 県 の

「
、 第副 第 二
六 十
号 号
を ）知 第 の
五 一
号 部
と を事 す 次
る の

の 一 長 一
四 部 」 号
第 を を ）
七 次 の「
項 の 及 一
」 よ び 部
に う 副 を
改 に 知 次
め 改 事 の
る 正 」 よ
。 す に う

廃 る の
止 。 一
す 部
る を
。 次

の
よ
う
に
改
正

正 職 退
す 員 隠
る の 料
。 退 及

隠 び
料 退
及 職
び 給
退 与
職 金
給 の

。 よ
う

一 に
、 改
〇 正
四 す
〇 る
、 。
〇
〇
〇

る 改 に
。 め 改

る 正
。 す

る
。

す
る
。

一
三

与 基
金 礎
の と
基 な
礎 る
と べ
な き
る 在
べ 職
き 期

円
」
に
改
め
る
。
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中
地
方
自
治
法
（
昭
和

第 （
こ 十 山 二
の 四 口「
条 附 第 条 県 山
例 百 副 口
は 則 六 山 知 県
、 十 口 事 消
平 一 県 定 費
成 条 副 数 生

第 （
一 十 山 管

三 口 理 第
山 条 県 者 七
口 少 」 条
県 次 年 に 中
少 に 消 改 「
年 掲 防 め す
消 げ ク る み

第 第（ （
十 山 十 知
二 口 第 第 一 事
条 県 四 二 条 等

監 条 条 の
山 査 中 中 知 退
口 委 第 第 事 職
県 員 三 三 等 手
監 条 号 号 の 当

十 第 一 第
の 一 七 の 一
二 条 十 二 条

第 二 第
地 三 条 地 三
方 項 第 方 項
自 第 一 自 第

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

十 第 知 条 活
九 三 事 例 セ
年 項 定 の ン
四 の 数 一 タ
月 規 条 部 ー
一 定 例 改 条
日 に 正 例（
か よ 平 ） （
ら り 成 昭
施 、 十 和
行 副 年 四
す 知 山 十

防 る ラ 。 や
ク 条 ブ か
ラ 例 会 に
ブ の 館 」
会 規 条 を
館 定 例 「
条 中 及 速
例 び や「

、 山 か（
昭 吏 口 に
和 員 県 」
四 そ 消 に

査 例 を を 退 に
委 の 削 削 職 関
員 一 り り 手 す
条 部 、 、 当 る
例 改 第 第 に 条

正 四 四 関 例（
昭 ） 号 号 す の
和 を を る 一
三 第 第 条 部
十 三 三 例 改
九 号 号 正（
年 と と 昭 ）

治 十 項 治 一
法 号 の 法 号
の の 吏 の の
一 次 員 一 次
部 に 部 に（
を 次 以 を 次
改 の 下 改 の
正 一 こ 正 一
す 号 の す 号
る を 項 る を
法 加 及 法 加
律 え び 律 え

第
二
百
三
十
八
条
の
四
の
改

る 事 口 五
。 の 県 年
た 定 条 山
だ 数 例 口
し を 第 県
、 」 二 条
第 を 十 例
八 二 第「
条 第 号 一
の 百 ） 号
規 六 の ）

十 の 費 改
四 他 生 め
年 の 活 、
山 」 セ 同
口 を ン 条
県 タ の「
条 そ ー 表
例 の 条 知
第 他 例 事
一 必 の の
号 要 一 項

山 し し 和
口 、 、 三
県 第 第 十
条 五 五 二
例 号 号 年
第 か か 山
十 ら ら 口
六 第 第 県
号 七 七 条
） 号 号 例
の ま ま 第

る 次 る（ （
平 。 項 平 。
成 に 成
十 お 十
八 い 八
年 て 年
法 法「
律 吏 律
第 員 第
五 」 五
十 と 十

正
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施

定 十 一 第
は 一 部 四
、 条 を 条
地 第 次
方 二 の
自 項 よ
治 の う
法 副 に
の 知 改
一 事 正
部 の す

） な 部 中
第 」 改 「
四 に 正 行
条 改 ） な

め う
る 」
。 を

「
行
う
」

一 で で 五
部 を を 十
を 一 一 二
次 号 号 号
の ず ず ）
よ つ つ の
う 繰 繰 一
に り り 部
改 上 上 を
正 げ げ 次
す る る の

三 い 三
号 う 号
） 。 ）
に ） に
よ よ
る る
改 改
正 正
前 前
の の
地 地

行
す
る
。

を 定 る
改 数 。
正 は
す 、
る 」
法 に
律 改

め（
平 る
成 。
十

に
改
め
、
同
表
出
納
長
の
項

る 。 。 よ
。 う

に
改
正
す
る
。

方 方
自 自
治 治
法 法
第 （
百 昭
六 和
十 二
八 十
条 二
第 年

八
年
法
律
第
五
十
三
号
）

中
「
出
納
長
」
を
「
会
計

一 法
項 律
の 第
出 六
納 十
長 七

号
）
第
百

一
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
在 四
職 条
期
間 恩
と 給
の 並
通 び
算 に

間 （
と 恩 項 校
の 給 の 」 別
通 並 備 に 表
算 び 考 改 第
に に 中 め 一
関 他 、 の「
す の 盲 別 ２
る 地 学 表 の

第 第（
三 山 三 二 一 二
条 口 条

県 義 一 一
山 使 務 般 般 次
口 用 教 職 職 に
県 料 育 の に 掲
使 手 諸 職 属 げ
用 数 学 員 す る

第（ （
一 一 山
般 第 条 口
職 八 県 学
に 十 山 税 校
属 四 口 賦 教
す 条 県 課 育
る 第 税 徴 法
学 四 賦 収 等

山
口 学
県 平 校
条 成 教
例 十 育
第 九 法
七 年 等
号 三 の

月 一
に 他
関 の
す 地
る 方
条 公
例 共

団（
昭 体
和 の
三 退
十 職
二 年

条 方 校 第 表
例 公 、 一 二
の 共 聾 の の
一 団 学 ９ 項
部 体 校 の の
改 の 若 表 備
正 退 し 七 考
） 職 く の １

年 は 項 及
金 養 の び
及 護 備 別
び 学 考 表

料 料 校 の る 条
手 条 等 特 学 例
数 例 の 殊 校 の
料 の 教 勤 職 規
条 一 育 務 員 定
例 部 職 手 の 中

改 員 当 給（ 「
昭 正 の に 与 、
和 ） 給 関 に 盲
三 与 す 関 学
十 特 る す 校
一 別 条 る 、

校 項 課 条 の
職 中 徴 例 一
員 収 の 部「
の 盲 条 一 を
給 学 例 部 改
与 校 改 正（
に 、 昭 正 す
関 聾 和 ） る
す 学 二 法
る 校 十 律
条 、 五 の
例 養 年 施

十 部
三 を
日 改

正
す
る
法
律
の
施
行
に

年 金
山 及
口 び
県 退
条 職
例 一
第 時
二 金
十 の
五 基
号 礎

退 校 ２ 第
職 」 中 一
一 を の「
時 、 ９「
金 特 盲 の
の 別 学 表
基 支 校 六
礎 援 、 の
と 学 聾 項
な 校 学 の
る 」 校 備

年 措 例 条 聾
山 置 例 学（
口 条 昭 校（
県 例 和 昭 又
条 三 和 は（
例 昭 十 二 養
第 和 七 十 護
一 四 年 七 学
号 十 山 年 校
） 六 口 山 」
の 年 県 口 を

等 護 山 行
の 学 口 に
一 校 県 伴
部 若 条 う
改 し 例 関
正 く 第 係
） は 三 条

」 十 例
を 九 の
削 号 整
る ） 理

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

） と
の な
一 る
部 べ
を き
次 在
の 職
よ 期
う 間
に と
改 県

べ に 及 考
き 改 び １
在 め 養 中
職 る 護 「
期 。 学 、
間 校 盲
と 」 学
県 を 校
職 、「
員 及 聾
の び 学

一 山 条 県 「
部 口 例 条 又
を 県 第 例 は
次 条 一 第 特
の 例 号 六 別
よ 第 ） 号 支
う 三 第 ） 援
に 十 三 第 学
改 一 十 十 校
正 号 八 八 」
す ） 条 条 に

。 の に
一 関
部 す
を る
次 条
の 例
よ
う
に
改
正

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

正 職
す 員
る の
。 退

隠
料
及
び
退
職
給

退 特 校
隠 別 若
料 支 し
及 援 く
び 学 は
退 校 養
職 」 護
給 に 学
与 改 校
金 め 」
の 、 を

る 第 の の 改
。 二 二 五 め

条 第 第 る
第 一 三 。
一 項 項
号

す
る
。

山 る
。口

県
知
事

二

与
金
の
基
礎

一 と
五 な

る
べ
き

基 別 「
礎 表 若
と 第 し
な 一 く
る の は
べ 特
き の 別
在 表 支
職 一 援
期 の 学

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
八
条

次
に
掲
げ
る

（
山 五 四 三 二 一
口
県 山 山 山 山 山
国 口 口 口 口 口
際 県 県 県 県 県
総 立 二 少 青 体
合 自 十 年 年 育
セ 然 一 自 の 施

第 第（ （
七 山 六 山
条 口 第 条 口

県 一 県
次 体 条 山 立
に 育 中 口 高
掲 施 県 等「
げ 設 、 立 学
る 条 山 高 校

第 （
五 山 一 に

第 条 口 条 、 第
八 県 の 一「
条 山 青 規 、 条
の 口 少 定 盲 第
二 県 年 に 学 五
第 青 健 よ 校 項
一 少 全 る 、 第

十 第
ロ イ 校 五 一

又 の 条
事 校 は 二 第
務 長 養 三
職 、 護 学 項
員 教 学 校 第

条
例
の
規
定
中
「
盲
学
校
、
聾

ン 観 世 然 家 設
タ 察 紀 の 条 条
ー 公 の 家 例 例
条 園 森 条 （ （
例 条 施 例 昭 昭
及 例 設 和 和（
び 条 昭 四 四（
山 平 例 和 十 十
口 成 四 四 年（
県 十 昭 十 年 山
フ 三 和 七 山 口
ラ 年 五 年 口 県

条 例 口 等 等
例 等 県 学 条
の の 立 校 例
規 一 盲 等 の
定 部 学 条 一
中 改 校 例 部

正 、 改「 （
、 ） 山 昭 正
盲 口 和 ）
学 県 三
校 立 十
、 聾 九

項 年 育 改 聾 二
第 健 成 正 学 十
一 全 条 前 校 一
号 育 例 の 、 号
中 成 の 学 養 中

条 一 校 護「 「
盲 例 部 教 学 ハ
学 改 育 校 ま（
校 昭 正 法 又 で
、 和 ） 第 は 」
聾 三 一 幼 の
学 十 条 稚

又 諭 校 教 八
は 及 の 育 号
技 び 職 法 ハ
術 養 員 等 中
職 護 で の 「
員 教 次 一 、
で 諭 に 部 小
吏 掲 を 学
員 げ 改 校
に る 正 、
相 も す 盲
当 の る 学

学
校
及
び
養
護
学
校
」
を

ワ 山 十 山 県 条
ー 口 八 口 条 例
ラ 県 年 県 例 第
ン 条 山 条 第 十
ド 例 口 例 二 二
条 第 県 第 号 号
例 五 条 五 ） ）
の 号 例 十 別 別
一 ） 第 三 表 表
部 別 三 号 の の
改 表 号 ） 備 備

聾 学 年
学 校 山
校 及 口
若 び 県
し 山 条
く 口 例
は 県 第
養 立 五
護 養 十
学 護 一
校 学 号

下
校 二 の 園 に
及 年 盲 」 「
び 山 学 を 及
養 口 校 び「
護 県 、 若 同学 条 聾 し 項校 例 学 く 第並 第 校 は 十び 三 若 幼 五に 十 し 稚 号」 七 く 園

す 法 校
る 律 、
も 聾（
の 平 学

成 校
十 又
八 は
年 養
法 護
律 学
第 校「

特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る

正 一 ） 別 考 考
） の 別 表 三 三

項 表 の
の 三 備
備 の 考
考 項 二
二 の

備
考
一

」 校 ）
を 」 の

を 一「
若 部「
し 及 を
く び 次
は 山 の
特 口 よ
別 県 う
支 立 に
援 特 改

のを 号 は 又 二） 養 は「 イ特 の 護 学 」別 一 学 校 を支 部 校 教 加援 を 」 育 え学 次 に 法 、校 の 改 等
同及 よ め の
項び う る 一
第」 に 。 部

八 」
十 を
号 「
） 又
第 は
一 小
条 学
の 校
規 」
定 に
に 改

。 学 別 正
校 支 す
」 援 る
に 学 。
改 校
め 」
る に
。 改

め
る
。

二に 改 を
十改 正 改
二め す 正
号る る す
中。 。 る

法 「
及律
び（
同平
法成
同十

よ め
る 、
改 同
正 項
前 第
の 十
学 五
校 号
教 の
育 次
法 に

条八
」年
を法

律 「
並第
び八
に十
同号

） 条
第 」

第 次
一 の
条 一
の 号
盲 を
学 加
校 え
、 る
聾 。
学

一
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

議
会
に
関
す

二

総
県 県 合 条 公 県
の の 政 例 有 の
予 総 策 の 財 行
算 合 部 立 産 政
そ 的 案 及 一

一 第 第 山
二 一 口

総 条 条 県
職 務 第 中 部
員 部 一 制「
の 号 総総 条
進 及 務合 例
退 び 部政 （

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 部
県 第 九 制
部 八 年 条
制 号 三 例
条 月 の

こ 二 一
の
条 附 山 山
例 口 口
は 則 県 県
、 フ 国
平 ラ 際
成 ワ 総

る
事
項

の な 、 び 般
他 政 防 税 に
の 策 災 に 関
財 の そ 関 す
務 企 の す る
に 画 他 る 事
関 及 他 事 項
す び 部 項
る 調 の
事 整 主
項 に 管

関 に

及 第 策 昭
び 二 局 和
身 号 」 三
分 を を 十
に 次 一「
関 の 総総 年
す よ 合務 山
る う 政部 口
事 に 策 県
項 改 部 条

め 」 例
る に 第

例 十 一
の 三 部
一 日 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ

十 ー 合
九 ラ セ
年 ン ン
四 ド タ
月 条 ー
一 例 条
日 例（
か 平 （
ら 成 平
施 十 成
行 七 八
す 年 年

す 属
る し
事 な
項 い

事
項

。 改 四
め 十
る 二
。 号

）
の
一
部
を
次
の

に
公
布
す
る
。

る 山 山
。 口 口

県 県
条 条
例 例
第 第
五 一
十 号
号 ）
） 別
別 表

よ
う
に
改
正
す
る
。

表 第
第 三
二 の
の 一
備 の
考 項
一 の

備
考
一

山
口
県
知
事

二

一
七

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
五
条
を
第
六
条
と

７ ６ ５ ４ ３
る

前 協 。 部 部 部
条 議 会 会会
の 会 長 に長
規 は は 部に
定 、 、 会事
は そ 部 長故
、 の 会 をが

２ 第 （
七 部 第 第

部 条 会 七 一
会 ） 条 条
に 協 を 中
属 議 第 「
す 会 九 ）
べ は 条 第
き 、 と 二

山
感 口
染 県 平
症 条 成
診 例 十 診
査 第 九 査
協 診 九 年 協
議 査 号 三 議
会 協 月 会

こ
の
条 附
例 統 広
は 則 計 報
、 に 及
平 関 び
成 す 広

し
、
第
四
条
を
第
五
条
と
し

部 定 の 置あ
会 め 事 きる
の る 務 、と
会 と を 部き
議 こ 掌 会又
に ろ 理 には
準 に す 属部
用 よ る す会
す り 。 る長
る 、 委が
。 部 員欠

会 の

委 そ し 十
員 の 、 四
は 定 第 条
、 め 六 第
会 る 条 五
長 と を 項
が こ 第 」
指 ろ 八 を
名 に 条 「
す よ と 。
る り し 以
。 、 、 下

条 議 十 条
例 会 三 例

条 日 の（
平 例 一
成 の 部
十 一 を
一 部 改
年 を 正
山 改 す
口 正 る
県 す 条
条 る 例

十 る 聴
九 事 に
年 項 関
四 す
月 る
一 事
日 項
か
ら
施
行
す、

第
三
条
を
第
四
条
と
し
、

け
の 互た
決 選と
議 にき
を よは
も っ、
っ て部て こ会協 れに議 を属会 定すの め

部 同 「
会 条 法
を の 」
置 前 と
く に い
こ 次 う
と の 。
が 一 ）
で 条 第
き を 二
る 加 十

例 条 を
第 例 こ
一 こ
号 に
） 公
の 布
一 す
部 る
を 。
次
の

る
。

第
二
条
中
「
名
称
に
は
、
」

る決 る委議 。員と のす うる ちこ かと らが
部で
会き
長る

。 え 四
る 条
。 第

六
項
」
に
改
め
る
。

よ
う
に
改
正
す
る
。

を
「
名
称
及
び
」
に
、
「
の

が。
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者

山
口
県
知
事

二

名
称
を
冠
す
る
も
の
」
を

が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す

井

関

成

一
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
条
例
第
十
号

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
十 の 例
九 事 は 則
年 務 、
三 処 平
月 理 成

協山 山 山
議口 口 口会県
防 県

県府 柳環
岩境 井

別
表 附 二

則 境（
第 の 保 山
三 次 健 口

名 条 に 所 県
関 次 防
係 の 府
） 別 環

第 （ 「
一 二 設 第 は

条 置 一 、
山 ） 条 別
口 法 の 表
県 第 次 の
柳 二 に と
井 十 次 お
環 四 の り

十 の 十
三 特 九
日 例 年

に 四
関 月
す 一
る 日
条 か
例 ら
の 施
一 行
部 す

・ 環 国山
口 境

環環 ・境
境・ 周

宇 南 保部
環 環 健境 境・ 所保長

表 境
を 保
加 健
え 所
る 、
。 山

口
県
山
口
環
境

境 条 一 」
保 第 条 に
健 二 を 改
所 項 加 め
及 の え 、
び 規 る 同
山 定 。 条
口 に を
県 よ 第
周 り 三
南 、 条
環 次 と

を る
改 。
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

門 感健環
境 所 染
・ 感萩 症
環 染
境 診症保
健 診 査
所 査感 協

保
健
所
、
山
口
県
宇
部
環
境

境 の す
保 各 る
健 号 。
所 に

掲
山 げ
口 る
県 二
周 以
南 上
環 の

公
布
す
る
。

染 協
症 議議診
査 会 会

山 山 山

口 口 口

県 県 県

称 保
健
所
、
山
口
県

保 長
門
環
境

境 保
保 健
健 所
所 に

つ
い
て
一
の
協
議

山
口
県
知
事

二

山 周 岩

口 南 国

環 環 環

境 境 境

保 保 保

健 健 健

所 所 所

保
健

健 所
及
び
山
口
県

所 萩
環
境

会
を
当
該
各
号
に
定
め
る
保

一
九

井

関

成

保
健
所

山
口
県
山
口
環

健
所
に
置
く
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ト ヘ ホ ニ ハ ロ

法 法 法 法 法 法
第 第 第 第 第 第
十 十 十 十 十 十
四 三 一 一 一 一
条 条 条 条 条 条

第 中
一五 「
項 第イ び の 」 八に 二 を 十法 法 三第 の 理 「
第 条十 施 容 四 第条 行 師 十 一第 の 法

別 別
表 ニ ハ 表 申第 第 告一 法 法 一 の号 第 第 号 命の 二 二 の 令三 百 百 三 を中 六 六 に す

一
号 別 山一 と 表 口の し 第 県 山二 、 一 の 口
同 号 事 県山 号 を 務 の口 の 削 処 事県 次 り 理 務統

第 第 の の 第 第
一 一 三 二 二 一
項 項 第 の 項 項
の の 二 検 の の
規 規 項 査 規 規
定 定 の を 定 定
に に 規 す に に
よ よ 定 る よ よ
る る に こ る る
命 立 よ と 届 届
令 入 る 。 出 出

二 項二 た （ 条 」項 め 昭 第 をの の 和 一規 条 二 「
項 第定 例 十 」 四に 及 二 に 十よ び 年 改 条る 規 法 め 第停 則 律 、 一止 に 第 同 項を 基 二 表 」

十 十 次「 る下 条 条 の こ関 第 第 よ と市 二 一 う
、 項 項 に （

山萩 の の 加 口市 規 規 え 県及 定 定 る 人び に に 。 口美 よ よ 移祢 る る 動市 告 届

に 、 の 処計 次 同 特 理調 の 表 例 の査 よ 第 に 特条 う 一 関 例例 に 号 す に（ 加 の る 関昭 え 二 条 す和 る 中 例 る二 。 条十 「 （
宇 平 例五 部 成 のを 検 届 を を

す 査 出 受 受
る を を 理 理
こ す 受 す す
と る 理 る る
。 こ す こ こ

と る と と
。 こ 。 。

と
。

す づ 百 第 にる く 三 五 改こ 事 十 号 めと 務 四 の 、。 の 号 次 同う 。 に 号ち 以 次 ロ次 下 の 中に こ よ掲 の 「
う 第げ 号 に 八

統」 示 出 計を を を 調す 受「 査各 る 理 に市 こ す 係町 と る る」 。 こ もに と の改 。 にめ 限、

年 市 十 一山 」 二 部口 の 年 を県 下 山 改条 に 口 正例 県 す第 「
、 条 る三 萩 例 条十 市 第 例四 」 二号 を 号る に 加 十も お え 四の い る 条て 。 第「 一法 項」 」と をい

う 「
第。 四

る同 。表 ）中 。第
一
号
の
四
を
削
り

） 加 ）第 え の三 、 一条 部第 「
及 を一 び 次項 秋 のの 芳 よ規 町 う定 」 にに を 改） 十並 一

条萩 第市 一
項
」
に
改
め
、

、
第
一
号
の
五
を
第
一
号
の

よ 正る 「
、 す
秋 る各 芳 。市 町町 及
び
阿
武
町
」

同
号
ハ
中
「
第
八
十
五
条

四
と
し
、
同
表
第
三
号
イ

に
改
め
、
同
号
を
同
表
第

二
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ロ

法
第
三
条
第

五
イ に の ヘ ホ

法 五
法 の イ 法
第 施 旅 か 第
三 行 館 ら 六
条 の 業 ホ 条
第 た 法 ま の

ニ ハ ロ イ に
法

法 法 法 法 の
第 第 第 第 施
五 二 二 二 行
条 条 条 条 の
第 の 第 第 た

五
の ホ ニ ハ ロ イ
四

イ 法 法 法 法
興 か 第 第 第 第
行 ら 十 十 十 十
場 ニ 九 八 条 条
法 ま 条 条 第 第

五
と の チ
い 三
う 法
。 墓 第
） 地 十
及 、 四
び 埋 条

四
項
（
法
第
三
条
の
二
第
二

一 め で 規（
項 の 昭 に 定
の 条 和 掲 に
許 例 二 げ よ
可 及 十 る る
を び 三 も 許
す 規 年 の 可
る 則 法 の の
こ に 律 ほ 取
と 基 第 か 消
。 づ 百 、 し

一 二 二 一 め
項 第 項 項 の
の 二 た の 条
規 項 だ 許 例
定 の し 可 及
に 規 書 を び
よ 定 の す 規
る に 規 る 則
報 よ 定 こ に
告 る に と 基
の 届 よ 。 づ

で の 第 二 一（
昭 に 規 一 項 項
和 掲 定 項 の の
二 げ に の 規 許
十 る よ 規 定 可
三 も る 定 に を
年 の 命 に よ す
法 の 令 よ る る
律 ほ 又 る 許 こ
第 か は 立 可 と
百 、 許 入 を 。

法 葬 第
の 等 二
施 に 項
行 関 の
の す 規
た る 定
め 法 に
の 律 よ
規 る（
則 昭 命
に 和 令

項
及
び
法
第
三
条
の
三
第
三

く 三 法 又
事 十 の は
務 八 施 命
の 号 行 令
う 。 に を
ち 以 関 す
次 下 す る
に こ る こ
掲 の 事 と
げ 号 務 。
る に で

徴 出 る く
収 を 通 事
又 受 知 務
は 理 を の
立 す す う
入 る る ち
検 こ こ 次
査 と と に
を 。 。 掲
す げ
る る

三 法 可 検 す
十 の の 査 る
七 施 取 又 こ
号 行 消 は と
。 に し 報 。
以 関 を 告
下 す す の
こ る る 徴
の 事 こ 収
号 務 と を
に で 。 す

基 二 を
づ 十 す
く 三 る
事 年 こ
務 法 と
の 律 。
う 第
ち 四
次 十
に 八
掲 号

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

も お あ
の い っ

て て
規「

法 則
」 で
と 定
い め
う る
。 も
） の

こ も
と の
。

お あ る
い っ こ
て て と

規 。「
法 則
」 で
と 定
い め
う る
。 も
） の

げ 。
る 以
も 下
の こ

の
号
に
お
い
て
「

を
含

並
び

萩
市

並
び

萩
市

法
」

萩
市

二
一



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

五
の
七

化
製
場
等

チ ト ヘ ホ ニ

イ 法 法 法 法
か 第 第 第 第
ら 七 六 四 二
ト 条 条 条 条
ま 第 第 た の

五
ハ ロ イ び の

に 六
法 法 法 法
第 第 第 の 公
二 二 二 施 衆
条 条 条 行 浴
第 第 第 の 場

ヌ リ チ ト ヘ

イ 法 法 法 法
か 第 第 第 第
ら 八 八 七 七
リ 条 条 条 条
ま の の の 第

ホ ニ ハ
む む

法 法 。 法 。
第 第 ） 第 ）
三 三 の 三 の
条 条 規 条 規
の の 定 第 定

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

で 一 一 だ 二
に 項 項 し 第
掲 の の 書 二
げ 規 規 の 項
る 定 定 許 の
も に に 可 規
の よ よ を 定
の る る す に
ほ 許 報 る よ
か 可 告 こ る
、 の の と 届

四 二 一 た 法
項 項 項 め （
の た の の 昭
規 だ 許 条 和
定 し 可 例 二
に 書 を 及 十
よ の す び 三
る 規 る 規 年
条 定 こ 則 法
件 に と に 律
の よ 。 基 第

で 二 規 二 一
に の 定 の 項
掲 規 に 規 の
げ 定 よ 定 規
る に る に 定
も よ 許 よ に
の る 可 る よ
の 意 の 命 る
ほ 見 取 令 報
か の 消 を 告
、 聴 し す の

三 二 に 五 に
第 第 よ 項 よ
一 一 る る（
項 項 通 法 意
の の 知 第 見
承 承 を 三 の
認 認 す 条 聴
を を る の 取
す す こ 二 を
る る と 第 す
こ こ 。 二 る

三
年
法
律
第
百
四
十
号
。
以

法 取 徴 。 出
の 消 収 を
施 し 又 受
行 又 は 理
に は 立 す
関 命 入 る
す 令 検 こ
る を 査 と
事 す を 。
務 る す
で こ る

付 る づ 百
加 通 く 三
を 知 事 十
す を 務 九
る す の 号
こ る う 。
と こ ち 以
。 と 次 下

。 に こ
掲 の
げ 号

法 取 又 る 徴
の を は こ 収
施 す 命 と 又
行 る 令 。 は
に こ を 立
関 と す 入
す 。 る 検
る こ 査
事 と を
務 。 す
で る

と と 項 こ
。 。 及 と

び 。
法
第
三
条
の
三
第
三

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」

あ と こ
っ 。 と
て 。
規
則
で
定
め
る
も
の

る に
も お
の い

て
「
法
」
と
い
う
。

あ こ
っ と
て 。
規
則
で
定
め
る
も
の

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

と
い

萩
市

）
並

萩
市

を
含

二
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ヌ

イ
か
ら
リ
ま

リ チ ト ヘ ホ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
十 十 十 九 五
一 条 条 条 条
条 の 第 の の

五
ニ ハ ロ イ う の

。 八
法 法 法 法 ）
第 第 第 第 並 ク
五 五 五 五 び リ
条 条 条 条 に ー
の 第 第 第 法 ニ

ヘ ホ ニ
と す

イ 。 法 法 る
か 第 こ第
ら 九 と九
ホ 条 。条
ま 第第

ハ ロ イ う
。

法 法 法 ）
第 第 第 並
九 九 九 び
条 条 条 に
第 第 第 法

で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

の 二 一 規 三
規 の 項 定 第
定 規 の に 二
に 定 規 よ 項
よ に 定 る の
る よ に 停 規
命 る よ 止 定
令 命 る を に
を 令 立 す よ
す を 入 る る
る す 検 こ 届

二 三 二 一 の ン
の 項 項 項 施 グ
検 の の の 行 業査 規 規 規 の 法を 定 定 定 た
す に に に め （

昭る よ よ よ の 和こ る る る 条
二と 届 届 届 例
十。 出 出 出 及
五を を を び

で 五五
に 項項
掲 にに
げ おお
る いい
も てて
の 準準
の 用用
ほ すす
か るる
、 法法

五 四 一 の
項 項 項 施
に の の 行
お 規 許 の
い 定 可 た
て に を め
準 よ す の
用 る る 条
す 届 こ 例
る 出 と 及
法 を 。 び

法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で

こ る 査 と 出
と こ を 。 を
。 と す 受

。 る 理
こ す
と る
。 こ

と
。

年受 受 受 規
法理 理 理 則
律す す す に

る る る 基 第
こ こ こ づ 二
と と と く 百
。 。 。 事 七

務 号
の 。
う 以
ち 下

法 第第の 六七施 条条行 ののに 二規関 の定す 規にる 定よ事 に
る務 よ
許で る
可

第 受 規
六 理 則
条 す に
第 る 基
一 こ づ
項 と く
の 。 事
規 務
定 の
に う
よ ち

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

次 こに の掲 号げ
にる
おも
いの
て
「
法
」

あ 命
のっ 令
取て を
消規 す
し則 る
又で こ
は定 と
命め 。
令る
をも
すの

る 次
報 に
告 掲
の げ
徴 る
収 も
又 の
は
立
入
検

と
い

萩
市

る
こ

査
を

二
三



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

十
一
の
二

浄
化
槽

別
表 ニ ハ第 置七 法 者 法号 第 に 第の 三 係 三二 十 る 十オ 九 も 七

別六 表ロ イ の 第る 二 六法 こ 法 号第 と 第 水 の三 。 三 道 次十 十 法 に六 四

チ ト ヘ ホ ニ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
十 十 十 十 十
五 五 四 二 二
条 条 条 条 条

五
ハ ロ イ に の

法 九
法 法 法 の
第 第 第 施 美
十 十 十 行 容
一 一 条 の 師
条 条 第 た 法

法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第

を 条 の 条削 第 に のり 三 限 規、 項 る 定同 の 。 に号 規 ） よク 定 。 る中 に 命「 よ 令オ る を」 報 すを

（ 次条 条 以 の第 第 下 よ三 一 こ う項 項 の にの に 号 加規 お に え定 い お るに て い 。よ 準 て
る 用 「
指 す 法

第 第 第 の の
二 一 一 二 検
項 項 項 第 査
の の の 二 を
規 規 規 項 す
定 定 定 の る
に に に 規 こ
よ よ よ 定 と
る る る に 。
命 命 立 よ
令 令 入 る

第 第 二 め （
二 一 項 の 昭
項 項 の 条 和
の の 規 例 三
規 規 定 及 十
定 定 に び 二
に に よ 規 年
よ よ る 則 法
る る 停 に 律
届 届 止 基 第
出 出 を づ 百

四
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
に

告 る「 の こノ 徴 と」 収に （
又 法改 は 第め 立 三、 入 条同 検 第号 査 七中 を 項ク

示 る 」
を 法 と
す 第 い
る 二 う
こ 十 。
と 四 ）
。 条 に

の 基
三 づ
第 く
二 事

を を 検 届
す す 査 出
る る を を
こ こ す 受
と と る 理
。 。 こ す

と る
。 こ

と
。

を を す く 六
受 受 る 事 十
理 理 こ 務 三
す す と の 号
る る 。 う 。
こ こ ち 以
と と 次 下
。 。 に こ

掲 の
げ 号
る に

お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）

す にを る 規オ こ 定と と すし 。 る、 簡同 易表 専第 用十 水一 道号

項 務
の の
規 う
定 ち
に 次
よ に
る 掲
届 げ
出 る
を も
受 の

も お
の い

て
「
法
」
と
い
う
。
）

に
基

萩
市

のの 設次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

理
す

萩
市

並
び

萩
市

。

二
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
二
十
六
号
の

ソ レ タ ヨ カ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
五 五 十 十 十
十 十 二 二 二
三 三 条 条 条

ワ ヲ ル ヌ リ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
十 十 十 十 十
二 二 一 条 条
条 条 条 の の

チ ト ヘ ホ ニ
受

法 法 法 法 け 法
第 第 第 第 る 第
十 七 七 七 こ 七
条 条 条 条 と 条
の の の の 。 第

ハ ロ イ づ
く

法 法 法 事
第 第 第 務
五 五 五 の
条 条 条 う
第 第 第 ち二

中
「
山
口
市
」
を
「
宇
部
市

条 条 の の の
第 第 二 二 二
二 一 第 第 第
項 項 三 二 一
の の 項 項 項
規 規 の の の
定 定 規 勧 指
に に 定 告 導
よ よ に を 及
る る よ す び
立 報 る る 助

第 第 の 二 二
二 一 二 第 第
項 項 の 三 二
の の 規 項 項
規 助 定 の の
定 言 に 報 報
に 、 よ 告 告
よ 指 る 書 書
る 導 届 を を
命 又 出 受 受
令 は を 理 理

二 二 二 二 二
第 第 第 第 項
一 三 二 一 （
項 項 項 項 法
の の の の 第
報 規 勧 指 十
告 定 告 導 一
書 に を 及 条
を よ す び 第
受 る る 助 二
理 命 こ 言 項

四 二 一 次
項 項 項 に
た の の 掲
だ 勧 規 げ
し 告 定 る
書 を に も
の す よ の
通 る る
知 こ 届

と 出（
特 。 を

、
山
口
市
、
萩
市
」
に
、

入 告 命 こ 言
検 の 令 と を
査 徴 を 。 す
を 収 す る
す を る こ
る す こ と
こ る と 。
と こ 。
。 と

。

を 勧 受 す す
す 告 理 る る
る を す こ こ
こ す る と と
と る こ 。 。
。 こ と

と 。
。

す 令 と を に
る を 。 す お
こ す る い
と る こ て
。 こ と 準

と 。 用
。 す

る
場
合
を

定 受
行 理
政 す
庁 る
の こ
権 と
限 。
に
係
る
も「

及
び
平
生
町
」
を
「
、
平
生

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報

の
を
除
く
。
）
を
す
る
こ
と

町
及
び
秋
芳
町
」
に
改
め
、

告
を

。

同
表
第
二
十

二 九
五 号

の
次
に



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
三
十
三
号
中

ヲ ル ヌ リ チ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
六 六 六 六 六
十 十 十 十 十
六 六 六 六 六

ト ヘ ホ ニ ハ ロ

法 法 法 法 法 法
第 第 第 第 第 第
六 六 六 六 七 七
十 十 十 十 条 条
六 六 一 条 の の

別三 表イ に 十 第基 の 三法 づ 二 十第 く 号七 事 都 中条 務 市
の の 再 「

次
の二 よロ イ づ 十 うく 九 に法 法 事 の 加第 第 務 二 え五 五 の る十 十 う 都 。二 二 ち 市ホ

及
び
ヘ
を
削
り
、
ニ
の
次
に

条 条 条 条 条
第 第 第 第 第
八 七 五 四 三
項 項 項 項 項
の の の の の
規 承 規 規 規
定 認 定 定 定
に を に に に
よ す よ よ よ
る る る る る
意 こ 命 命 条

条 条 条 第 五 五
第 第 第 一 第 第
二 一 一 項 二 一
項 項 項 項 項（
の の の 同 の の
規 許 許 条 規 規
定 可 可 第 定 定
に を を 二 に に
よ す す 項 よ よ
る る る に る る
意 こ こ お 命 命

昭四 う 開 和第 ち 発 四一 次 法 十項 に （ 三の 掲 昭 年許 げ 和 法可 る 四 律を も 十 第す の 四 百る 年 号こ 法 。

条 条 次 計
の の に 画
二 二 掲 法
第 第 げ （
二 一 る 昭
項 項 も 和
に の の 四
お 許 十
い 可 三
て を 年
準 す 法

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

見 と 令 令 件
の 。 又 を の
聴 は す 付
取 委 る 加
を 任 こ を
す 、 と す
る 公 。 る
こ 告 こ
と 及 と
。 び 。

措

見 と と い 令 令
の 。 。 て 又 を
聴 準 は す
取 用 委 る
を す 任 こ
す る 、 と
る 場 公 。
こ 合 告
と を 及
。 含 び

む 措

と 律 」。 第 を三 削十 り八 、号 同。 表以 中下 第こ 三の 十

用 る 律
す こ 第
る と 百
法 。 号
第 。
四 以
十 下
二 こ
条 の
第 号
二 に

置
を
す
る
こ
と
。

。 置
） を
の す
許 る
可 こ
を と
す 。
る
こ
と
。

号 号に のお 二い をて 第「 三法 十」 号と のい 三う と

項 お
の い
協 て
議 「
を 法
す 」
る と
こ い
と う
。 。

）
。 し） 、

第山 三口 十市 号
の
次
に
次
の

に
基

山
口
市

よ
う
に
加
え
る
。

二
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ロ

法
第
四
条

別三 表 ツイ 号 十 第に 四 三 イ法 お の 十 か第 い 六 四 ら二 て 号 ソ条 特「 の ま第 法 定

別
ソ 表 レ タ ヨ カ

第
法 三 法 法 法 法
第 十 第 第 第 第
十 三 十 十 十 十
九 号 八 七 六 五
条 に 条 条 条 条

ワ ヲ ル ヌ リ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
十 十 十 十 十
四 四 四 四 四
条 条 条 条 条

別
チ ト 表 ヘ ホ

第
法 法 三 法 法
第 第 十 第 第
十 十 三 十 十
三 三 号 二 二
条 条 ト 条 条（

法
第
五
条
第
二
項
及
び
法
第

五 で一 」 優 中 に項 と 良 掲の い 賃 「
萩 げ認 う 貸 市 る定 。 住 」 もを ） 宅 を のす に の のる 基 供 「
山 ほこ づ 給 口 かと く の 市 、。 事 促 、 法

の 次 第 第 第 各
規 の 一 一 二 項
定 よ 項 項 項 の
に う の 又 の 規
よ に 規 は 規 定
る 加 定 第 定 に
報 え に 二 に よ
告 る よ 項 よ る
の 。 る の る 届
徴 命 規 勧 出
収 令 定 告 を
を 又 に を 受

第 第 第 第 第
五 四 三 二 一
項 項 項 項 項

の の の の（
法 規 規 規 規
第 定 定 定 定
十 に に に に
七 よ よ よ よ
条 る る る る
第 命 使 命 許
三 令 用 令 可
項 を の を の

第 第 か 第 第
二 一 ら 二 一
項 項 レ 項 項
の の ま の の
規 検 で 規 許
定 査 を 定 可
に を 次 に を
よ す の よ す
る る よ る る
認 こ う 届 こ
定 と に 出 と
及 。 改 を 。十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

務 進 萩 のの に 市 施う 関 」 行ち す に に次 る 改 関に 法 め す掲 律 、 るげ （ 同 事る 平 号 務も 成 の での 五 次 あ

す は よ す 理
る 委 る る す
こ 任 命 こ る
と 及 令 と こ
。 び を 。 と

立 す 。
入 る
検 こ
査 と
を 。
す

に す 禁 す 取
お る 止 る 消
い こ 若 こ し
て と し と を
準 。 く 。 す
用 は る
す 制 こ
る 限 と
場 又 。
合 は
を 命

び め 受
交 る 理
付 。 す
を る
す こ
る と
こ 。
と
。

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

年 に っ法 次 て律 の 規第 よ 則五 う で十 に 定二 加 め号 え る。 る も以 。 の下

る
こ
と
。

含 令
む を
。 す
） る
の こ
規 と
定 。
に
よ
る
命規

定
こ
の

山
口
市

令
又
は
委
任
、
公
告
及
び
措

二
七

置
を
す
る
こ
と
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

届
出
を
受
理
す

三
イ う チ ト十

。 四
法 ） 法 法の
第 に 第 第八
九 基 四 三
十 づ 十 十文
二 く 条 九化

ヘ ホ ニ ハ
む

法 法 法 法 。
第 第 第 第 ）
三 三 三 三 の
十 十 十 十 規
八 七 六 三 定

三
ロ イ お 十 ト

い 四
法 法 て の 法

第 七 第第 「
三 法 十三
十 」 高 一十
条 と 齢 条二

ヘ ホ ニ ハ
に

法 法 法 法 よ
第 第 第 第 る
十 九 八 五 通
条 条 条 条 知
の の の 第 を

る
こ
と
。

条 事 第 条財
第 務 一 の保
一 の 項 規護
項 う の 定法

ち 規 に（ （
法 次 定 よ昭
第 に に る和
九 掲 よ 命二
十 げ る 令十
三 る 認 を五条 も 定 す年

条 条 条 条 に
の の 第 第 よ
承 規 一 一 る
認 定 項 項 通
を に の の 知
す よ 承 認 を
る る 認 定 す
こ 報 を を る
と 告 す す こ
。 の る る と

徴 こ こ 。

第 い 者 第条
一 う の 一（
項 。 居 項法
の ） 住 の第 認 に の 規三 定 基 安 定十 を づ 定 に三 す く 確 よ条 る 事 保 る

第 こ 務 に 認
二 と の 関 定

規 承 規 一 す
定 認 定 項 る
に を に の こ
よ す よ 認 と
る る る 定 。
命 こ 報 を
令 と 告 す
を 。 の る
す 徴 こ
る 収 と
こ を 。

第 の の る法一 取 こ律項 消 と第に し 。二お を百い す十て る
四準 こ
号用 と
。す 。
以る

収 と と
を 。 。
す
る
こ
と
。

項 。 う す の
及 ち る 取
び 次 法 消
法 に 律 し
第 掲 を（

げ 平 す四
る 成 る十
も 十 こ条
の 三 と第

年 。二
法項

と す
。 る

こ
と
。

下場
こ合
のを
号含
にむ
お。
い）
ての

規 「
法定
」に

律に 第お 二い 十て 六準 号
用 。
す 以
る 下
場 こ
合 の

とよ
る い

山
口
市

を 号
含 に

山
口
市

二
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

こ
の
条
例
は
、
平
成

山
第 山 口
二 口 県

附 条 県 山 条
第 職 口 例

則 一 員 県 第
号 定 職 十
中 数 員 一

条 定 号「

２
山 に

平 口 知 改
成 県 事 正
十 職 又 後
九 員 は の
年 定 教 山
三 数 育 口
月 条 委 県

１（ （
経 二 一 施
過 こ 行
措 別 別 の 期 附
置 表 表 条 日
） 第 第 例 ） 則

三 三 は
号 十 、
の 三 平

ニ ハ ロ

法 法 法
第 第 第
九 九 九
十 十 十
六 三 二十

九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

四 例 数
、 条（
六 昭 例
〇 和 の
〇 三 一
人 十 部
」 一 を
を 年 改

山 正「
四 口 す
、 県 る
五 条 条

十 例 員 の
三 の 会 事
日 一 が 務

部 し 処
を た 理
改 許 の
正 可 特
す 等 例
る の に
条 処 関
例 分 す
を そ る

改 号 成
正 の 十
規 改 九
定 正 年

規 四
消 定 月
費 一（
生 同 日
活 号 か
用 ニ ら
製 の 施
品 次 行

条 条 条
第 第 第
一 二 二
項 項 項
の の の
規 規 規
定 定 定
に に に
よ よ よ
る る る
届 指 指

る
。

〇 例 例
〇 第
人 五
」 十
に 号
改 ）
め の
、 一
同 部
条 を
第 次

こ の 条
こ 他 例
に の （
公 行 以
布 為 下
す に 「
る 係 改
。 る 正

も 後
の の
に 条

安 に す
全 ホ る
法 及 。
の び た
一 ヘ だ
部 を し
を 加 、
改 え 次
正 る の
す 部 各
る 分 号

出 示 示
を を 又
受 す は
理 る 命
す こ 令
る と を
こ 。 す
と る
。 こ

と
。

二 の
号 よ
ロ う
中 に

改「
六 正
八 す
五 る
人 。
」
を

つ 例
い 」
て と
は い
、 う
改 。
正 ）
後 別
の 表
条 の
例 上

法 を に
律 除 掲

く げ（
平 。 る
成 ） 規
十 定
八 公 は
年 布 、
法 の 当
律 日 該
第 各

「
七
〇
〇
人
」
に
改
め
る
。

山 第 欄
二 に口 条 掲

県 の げ
規 る知 定 事

事 は 務
、 の
適 う

二 用 ち
し 、

百 号
四 に
号 定
） め
の る
施 日
行 か
の ら
日 施

行
す

二
九

な こ
井 い の

。 条
例

関 の
施
行

成 の
日
前

る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

に
、
「
三
、
五
七
五
人

山
第 山 口

口 県 平二
県 山 条 成条
地 口 例 十中
方 県 第 九「
警 地 十 年二
察 方 三 三三
職 警 号 月四

る
山 こ 。
口 の
県 条 附
地 例
方 は 則
警 、
察 平
職 成

に 八 条
改 人 第 第 第 山
め 」 三 二 一 口
、 に 号 条 条 県
同 改 中 第 中 学
条 め 一 校「 「
第 、 盲 号 盲 職
五 同 学 中 学 員
号 条 校 校 定「

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 学
県 第 九 校
学 十 年 職
校 二 三 員
職 号 月 定

」
を
「
三
、
五
八
一
人
」
に
改

員 察 十人
定 職 三」
数 員 日を
条 定「
例 数二

条三 （
昭 例五
和 の人
三 一」
十 部に
二 を、
年 改

員 十
定 九
数 年
条 四
例 月
の 一
一 日
部 か
を ら
改 施
正 行
す す

中 第 、 二 、 数
四 聾 、 聾 条「

五 号 学 四 学 例
、 中 校 七 校 （
三 及 七 、 昭「
〇 三 び 人 養 和
四 、 養 」 護 三
人 二 護 を 学 十
」 九 学 校 一「
を 三 校 二 」 年

人 」 、 を 山「
五 」 を 四 口

員 十 数
定 三 条
数 日 例
条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条

め
る
。

「
山 正八
口 す七
県 る九
条 条人 例 例」 第を 十「 六八 号八 ）一 の

る る
条 。
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る

「
、 を 三 特 県「
三 特 〇 別 条「
〇 三 別 人 支 例
一 、 支 」 援 第
人 二 援 に 学 五
」 六 学 、 校 十
に 四 校 」 一「
、 人 」 六 に 号

」 に 〇 改 ）「
四 に 、 六 め の
八 、 人 る 一

る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

人 一」 部に を、 次
の「

九 よ〇 う
九 に
人 改
」 正
を す

。
「

五 一 」 。 部「
人 二 、 を を
」 二 〇 次「
を 一 七 五 の

人 三 九 よ「
四 」 人 四 う
七 を 」 人 に
八 を 」 改「
人 二 に 正「
」 一 一 、 す
に 七 、 る

る 山「
九 。 口一
一 県
人

知」
に 事
、
「
九 二
三

「
、 人 〇 三 。

」 八 、「
五 に 四 〇
、 、 人 八
七 」 三「
八 三 に 人
九 、 、 」
人 五 を「
」 一 一 「
を 四 、 三

人 二 、

山
口
県
知
事

二

八
人 井
」
を

関「
九
三
九 成
人
」

「
五 」 一 〇
、 を 七 二
七 人 四「
七 三 」 人
九 、 を 」
人 四 に「
」 八 一 改
に 一 、 め
改 人 二 、
め 」 二 同

井

関

成

三
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県

一 条
般 例
職 第
に 十
属 五
す 号

改
一 め

平 般 る
成 職 部
十 に 分
九 属 に
年 す 限
三 る る
月 学 。

と め 分
こ こ 、 の 第
の ろ 二 三「
条 附 に 又 十 条
例 よ は 以 の
は 則 り 学 上 見
、 給 校 の 出
平 料 職 割 し
成 月 員 合 中

山
第 知 口
一 事 県
条 等 知 条

の 事 例（
見 給 等 第
出 与 の 十
し の 給 四
を 特 与 号

知 こ
平 事 の
成 等 条 附
十 の 例
九 給 は 則
年 与 、
三 の 平
月 特 成

る
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る

十 校 ）
三 職 は
日 員 、

の 公
給 布
与 の
に 日
関 か
す ら
る 施
条 行
例 す

十 額 給 に 「
九 の 与 よ 、
年 百 条 る 学
四 分 例 管 校
月 の 第 理 職
一 二 十 職 員
日 十 条 手 」
か 以 の 当 を
ら 上 二 を 削
施 の 第 支 り
行 割 二 給 、
す 合 項 さ 同

含 例 の
む に 特
。 関 例
） す に
中 る 関

条 す「
、 例 る
出 条（
納 平 例
長 成 の
」 十 一
を 四 部

十 例 十
三 に 九
日 関 年

す 四
る 月
条 一
例 日
の か
一 ら
部 施
を 行
改 す

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

の る
一 。
部
を
改
正
す
る
条
例
を

る に 」 れ 条
。 よ を る 第
た る 削 職 一
だ 管 り 員 項
し 理 、 又 中
、 職 は「 「
第 手 こ 学 又
一 当 れ 校 は
条 を ら 職 学
の 支 」 員 校
改 給 を 」 職

削 年 を
り 山 改
、 口 正

県 す「
平 条 る
成 例 条
十 第 例
九 二
年 号
三 ）
月 の

正 る
す 。
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布

例 こ
こ
に
公
布
す
る
。

正 さ を 員「
規 れ 同 給「
定 る 項 与（

企 」 職 条（
業 に 員 例「

平 職 改 給 第
成 員 め 与 十
十 に 、 条 条
九 限 同 例 の
年 る 条 第 二
三 。 第 十 第

三 一
十 部
一 を
日 次
」 の
を よ

う「
平 に
成 改
二 正
十 す

す
る
。

山
口
県
知
事

二

月 ） 二 六 一
三 」 項 条 項
十 を 中 の 」
一 削 五 を「
日 る 第 削（
」 。 別 二 り
を に 項 、

山 に「 「
平 口 規 又
成 県 定 は
二 公 す 学

年 る 山
三 。 口月
三 県
十 知一
日 事
」
に
改 二
め

三
一

井

関

成

十 営 る 校
年 企 特 職
三 業 別 員
月 管 管 （
三 理 理 給
十 者 職 料
一 が 員 月
日 定 」 額
」 め に の
に る 改 百

る
。 井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

十 一
こ 四 項 第 一
の の 」 十 般
条 附 規 を 条 職
例 定 第 の「
は 則 に 感 一 職
、 よ 染 項 員
平 る 症 第 の
成 結 の 三 特

山
口 一
県 平 般

一 条 成 職
般 例 十 の
職 第 九 職
の 十 年 員
職 六 三 の
員 号 月 特

２ （
四 一 月 経
」 三 改 過日
と 十 正 措か
す 一 後 置ら
る 日 の ）平
。 ま 一成

で 般二
の 職十

１ （
施 第 一

こ 行 十 般
の 期 附 八 職
条 日 条 に
例 ） 則 の 属
は 六 す
、 第 る
平 二 学

十 核 予 号 殊
九 患 防 中 勤
年 者 及 務「
四 の び 結 手
月 家 感 核 当
一 庭 染 予 に
日 訪 症 防 関
か 問 の 法 す
ら 指 患 る（
施 導 者 昭 条
行 」 に 和 例
す を 対 二

の 十 殊
特 三 勤
殊 日 務
勤 手
務 当
手 に
当 関
に す
関 る
す 条
る 例
条 の

間 に一
に 属年
お す三
い る月
て 学三
は 校十
同 職一
項 員日
中 のま

給で 「
百 与の
分 に

成 項 校
十 中 職
九 員「
年 百 の
四 分 給
月 の 与
一 十 に
日 」 関
か を す
ら る「
施 百 条
行 分 例（

る 加 す 十 昭
。 え る 六 和

る 医 年 三
。 療 法 十

に 律 七
関 第 年
す 九 山
る 十 口
法 六 県
律 号 条
第 ） 例

例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

間
の 関に
五 すお 」 るい と 条て あ 例は る 第同 の 十項 は 八中 条「
百 の「

百 分 六

す の （
る 五 昭
。 」 和

に 二
、 十

七「
百 年
分 山
の 口
六 県
」 条

三 第 第
十 二 一
五 十 号
条 五 ）
第 条 の
一 の 一
項 規 部
」 定 を
に に 次
改 よ の
め る よ

こ
に
公
布
す
る
。

分 の 第の 九 二五 」 項」 と のと 、 規
あ 定「
る 百 の
の 分 適
は の 用

三 に「
百 」 つ

を 例
第「

百 六
分 号
の ）
三 の
」 一
に 部
改 を
め 次
る の

、 結 う
核 に「

限 患 改
る 者 正
。 の す
） 家 る
」 庭 。
の 訪
下 問
に 指

導

山
口
県
知
事

二

分 と い
の あ て
七 る は
」 の 、
と は 平
、 成「

百 十「
百 分 九
分 の 年
の 五 四
三 」 月

。 よ
う
に
改
正
す
る
。

「
又 又
は は
同 同
法 法
第 第
五 三
十 十
三 二
条 条
の 第

井

関

成

」 と 一
と し 日
あ 、 か
る 平 ら
の 成 平
は 二 成

十 二「
百 年 十
分 四 年
の 月 三

三
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県

山 条
口 例
県 第
使 十
用 八
料 号

山 こ
平 口 の
成 県 条
十 使 例
九 用 は
年 料 、
三 手 公
月 数 布

一 三 計 業
課 十 画 等 第
税 四 」 の 六

附 に 条 を 活 条
伴 の 性 第「

則 う 地 当 化 二
措 方 該 の 号
置 税 認 一 中
が の 定 体 「

五 第 第 過
を 二 一 疎
い 認 条 条 地
う 定 第 中 域
。 中 五 等「

心 号 中 に
市 を 心 お
街 次 市 け

山
口 過
県 平 疎

過 条 成 地
疎 例 十 域
地 第 九 等
域 十 年 に
等 七 三 お
に 号 月 け

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

十 料 の
三 条 日
日 例 か

の ら
一 施
部 行
を す
改 る
正 。
す
る
条

適 不 中 的 中
用 均 心 推 心
さ 一 市 進 市
れ 課 街 に 街
る 税 地 関 地
場 に 活 す 活
合 伴 性 る 性
等 う 化 法 化
を 措 基 律 基
定 置 本 第 本
め が 計 六 計
る 適 画 条 画

地 の 街 る
活 よ 地 県
性 う 活 税
化 に 性 の
基 改 化 特
本 め 基 例
計 る 本 に
画 。 計 関

画 す
中 」 る
心 を 条
市 例

お 十 る
け 三 県
る 日 税
県 の
税 特
の 例
特 に
例 関
に す
関 る
す 条
る 例

る
条
例

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

省 用 」 第 （
令 さ に 六 」
」 れ 、 項 を
に る 」「 「
改 場 中 を 認
め 合 心 定「
る 等 市 中 中
。 を 街 心 心

定 地 市 市
め に 街 街
る お 地 地

「
街 認 （
地 定 昭
の 中 和
活 心 三
性 市 十
化 街 九
に 地 年
関 活 山
す 性 口
る 化 県
法 基 条

条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を

省 け の 活
令 る 活 性
」 市 性 化
を 街 化 基

地 に 本「
中 の 関 計
心 整 す 画
市 備 る （
街 改 法 」
地 善 律 に
の 及 第 、

律 本 例
計 第（

平 画 五
成 」 十
十 に 九
年 、 号
法 ）「
律 商 の
第 業 一
九 等 部
十 」 を

例 こ
こ
に
公
布
す
る
。

山
口
県
知
事

二

活 び 九 「
性 商 条 中
化 業 第 心
に 等 十 市
関 の 項 街
す 活 」 地
る 性 に に
法 化 、 お
律 の け「
第 一 当 る
四 体 該 市

二 を 次
号 の「
） 中 よ
第 心 う
十 市 に
二 街 改
条 地 正
第 」 す
一 に る
項 改 。
に め

山
口
県
知
事

二

三
三

井

関

成

十 的 中 街
八 推 心 地
条 進 市 の
の に 街 整
地 関 地 備
方 す 活 改
税 る 性 善
の 法 化 及
不 律 基 び
均 第 本 商

規 る
定 。
す
る
認
定
基
本
計
画

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「 「

ガ 分レ
ス 布ー
吸 測ザ
着 定ー
量 装回
測 置
定 式
装 粒

万「 「 「
八
千
円
」
に
、

四

別 の十
表 五五
第 関の犬一 す引又の る取は５ 事りねの 務にこ表

別 第 山
表 二 口
第 条 県
一 第 使
の 三 用
４ 項 料
の の 手
表 表 数

置 度 万
八
千
円
」
を
「
五
万
四
千
円

三
の 備
項 い
中 て 所 考

は 有「
十 、 者
万 手 の
八 数 判
千 料 明
円 を し
」 徴 な
を 収 い

十 火 料り犬 五 薬 条手ね の 類 例数こ 四 製料引 （
の 造 昭取 項 保 和
の 安 三
次 責 十
に 任 一
次 者 年
の 試 山
よ 験 口一 一

時 時
間 間
に に
つ つ
き き

」
に
改
め
、
別
表
第
一
の
６

し 犬「
十 な 又
二 い は
万 も ね
円 の こ
」 と の
に す 引
、 る 取

。 り「
九 を
万 そ

う 等 県
に 手 条
加 数 例
え 料 第
る の 一
。 項 号

中 ）
の「

第 一
三 部
十 を

四 三
百 百
八 五
十 十
円 円

」 」 」
を に を

、

の
表
一
の
項
機
器
使」 」

に を 用
、 料

に

六 の
千 拾
円 得
」 者
を そ

の「
十 他
万 の
八 者
千 か
円 ら

一 一 次頭 条 の又 の よは 二 う一 第 に匹 一 改に 項 正つ 」 すき を る
。ては 「（ 第

関
す
る
部
分
中

」 求
に め
改 ら
め れ
、 た
同 場
表 合
四 に
の お
項
中

はね生 三、こ後 十四に九 一百係十 条円る日 の）も以 三の内 第にの二 一あ犬千 項つ又円 」
に

「
九
万
六
千
円
」
を
「
十

改
め
る
。

三
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「 「 「

」 」 」
、 、 に

改
め

」 」 」
を に を

、

」 」 」
に を に
、 、

」 」
を に

、

、

三
五



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

血

流

画

像

装

置

一 一
時 時
間 間
に に
つ つ
き き

一
時
間
に
つ
き

」 」
を に

改
め

四 三
百 千
三 七
十 百
円 円

」 」 」
を に

、

三
千
七
百
円

」 」
を を 及

削 び
り

、
同
項
理
化
学
試
験
手
数
料

、

に
関
す
る
部
分
の

中

三
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

機
器
試
験

「 「

衝 加衝
工撃撃
試試
験験 片片 の

の ノ
ッ
チ

一 一

に に
つ つ
き き

」 」 」
を を
削 削
り り

三
百
六

千 十
円 円

」 」
及 を 及
び 削 び

り

」
に
改
め

、 、
同 同
部 項
分 機
の 器

分
を 析
次 試
の 験
よ 手
う 数

、
同
部
分
の

中

、
同
部
分
の

中

三
七

に 料
改 に
め 関
る す
。 る

部
分
の

中



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

一
術
セ
ン
タ
ー

中
２
を
削農 り林 、総 ３合 を技 ２

授「
業
料
に
関
す
る
部
分

「 「
別
表
第
一 キの ャ６

スの
表 試

使キ 用表
用ャ す面
すス る積

塩 る腐 も測
水 も の定
噴 の試 装
霧 験 置
試 機 をと使術農 し用セ林 、料ン総 同タ合 項ー技 を

同設乳 森 農 表用 林 業 二牛 ・ 者 の等 林 研 項育 業 修 と

中 一 験の
項
機 ル械 に金 つ属 き加
工
手
数
料

験 を 使

各
試
験
一
試
料

成 研 教 し管 修 育 、理 施 施 同施 設 設 項
の
前
に
次
の
よ
う

に
関
す
る
部
分
を 算す削 しごり たと、 額に同

一
の 試
一 料
サ に
イ つ
ク き

千（
二一
百サ
五イ

に
加一 一 一 え日 日 日 る一 一 一 。頭 人 人

に に に
つ つ つ
き き き

が八 定五 定五

」
に
改
め

）二項 百窯 四業 十原 円料 を製 加品
試」 」

に を 験
改 手
め 数

十ク五 九
円ル千 千
、増四 二
一す百 百
試ご五 三
料と十 十
増に円 円

定百 め百 め百
め十 る円 る円
る円 額の 額の
額の 範 範
範 囲 囲
囲 内 内
内 で で
で 知 知
知 事 事
事 が が

、
同
項
受
講
料
に 」
関 を
す
る
部

、 料
別 に
表 関
第 す
一 る
の 部
７ 分
の 中
表
二
の

分
を
削
り
、
同
項
の
備
考

項
を
削
り
、
同
表
一
の
項

三
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

構
造
計
算
に
係

４
五 四 三 二

建
築 五 一 二 千
基 万 万 千 平
準 平 平 平 方
法 方 方 方 メ

別
３ 表

一 に 造 第
つ 計 建 一

千 い 算 築 の
平 て が 基 ８
方 の 行 準 の
メ 次 わ 法 表

別 別
九 表 三 表

第 第削 削一 一除 除の の
７ ７
の の
表 表

る
建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分

第 メ メ メ ー
二 ー ー ー ト
十 ト ト ト ル
条 ル ル ル を
第 を を を 超
二 超 超 超 え
号 え え え 二
イ る 五 一 千
に と 万 万 平
規 き 平 平 方
定 方 方 メ
す 三 メ メ ー

ー に れ 二（
ト 掲 た 昭 十
ル げ 建 和 二
以 る 築 二 の
下 区 物 十 項
の 分 に 五 の
と に 係 年 備
き 応 る 法 考

じ 手 律 中
十 、 数 第 ３
三 そ 料 二 を
万 れ の 百 ６

九 三
の の
項 項
を を
次 次
の の
よ よ
う う
に に
改 改
め め
る る

備
る く
場 は 十 考
合 特 九
に 別 歳
お 支 未
い 援 満
て 学 の
は 校 者
、 の 又
使 生 は

の
床
面
積
の
合
計
に
つ
い
て

る 十 ー ー ト
方 八 ト ト ル
法 万 ル ル 以
に 千 以 以 下
よ 円 下 下 の
り の の と
構 と と き
造 き き
計 十
算 二 十 六
が 十 八 万

三 ぞ 金 一 と
千 れ 額 号 し
円 次 は ） 、

に 、 第 ２
定 当 二 の
め 該 十 次
る 構 条 に
額 造 第 次
を 計 二 の
前 算 号 よ
記 一 イ う

。 。 用 徒 十
料 で 九
を あ 歳
徴 る 以
収 も 上
し の の
な が 者
い 農 で
も 業 学
の 者 校
と 研 教

の
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ

行 二 万 四
わ 万 円 千
れ 六 円
た 千
建 円
築
物
に
係
る
手

の 件 に に
手 ご 規 加
数 と 定 え
料 に す る
の 、 る 。
金 そ プ
額 の ロ
に 構 グ
加 造 ラ
算 計 ム
し 算 又

す 修 育
る 教 法
。 育 に

施 規
設 定
又 す
は る
森 高
林 等
・ 学
林 校

、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

数
料
の
金
額
は
、
当
該
構
造

た に は
金 係 同
額 る 条
と 建 第
す 築 三
る 物 号
。 又 イ

は に
建 規
築 定
物 す

業 、
研 中
修 等
施 教
設 育
を 学
使 校
用 若
す し

を
前
記
の
手

三 数
九 料

の
金
額

計
算
一
件
ご
と
に
、
そ
の

の る
部 プ
分 ロ
の グ
床 ラ
面 ム
積 に
の よ
合 り
計 構



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

く 以
。 別外
） 表の
」 第第 事を 二一 務の種「
大 五運
型 の転
自 項免

項
二二 中
の 「

十付るこ出探 一に書とが偵 万関面をあ業 五すの証つの 千る交すた届 二

め
、 別
別 表 ５
表 第 増 の 五
第 一 加 建 ３
一 の す 築 又 五
の ８ る 物 は 万
９ の 部 ４ 平（
の 表 分 当 の 方

四 三 二 一 に
加

一 二 千 千 算
万 千 平 平 し
平 平 方 方 た
方 方 メ メ 金

動 運許車 転を免 免い許 許
う又 試
。は 験
以中 手 す出探下型 数 るが偵こ自 料 書あ業の動 に 面つの項車 関 のた営に免 す

百数書 円料面 」交 を付
手 「

十
一をの探 るが探 万証届偵 書あ偵 八す出業 面つ業 千るがの のたの 八書あ営 交こ営 百

表 二 の 該 場 メ
一 十 床 構 合 ー
の 三 面 造 に ト
項 の 積 計 お ル
中 項 に 算 い を

中 つ 適 て 超「
十 い 合 、 え「
一 て 性 構 る（
万 昭 算 判 造 と
五 和 定 定 計 き
千 二 す に 算
二 十 る 係 適 六

メ メ ー ー 額
ー ー ト ト と
ト ト ル ル す
ル ル を 以 る
を を 超 下 。
超 超 え の
え え 二 と
五 一 千 き
万 万 平
平 平 方 十
方 方 メ 八
メ メ ー 万再こ業許 るお 交と等」 部い 付をのに 分て 証届、 中同

じ 「
特。
定）
第又
一は
種第 運

面つ業 付と業 円のたの をの 」交こ変 証届 に付と更 す出 改
め
、
別
表
第
一
の

百 五 。 る 合 十
円 年 構 性 九
」 法 造 判 万
を 律 計 定 三

第 算 を 千「
十 二 が 経 円
一 百 行 て
万 一 わ 確
八 号 れ 認
千 ） た 済
八 」 部 証

ー ー ト 七
ト ト ル 千
ル ル 以 円
以 以 下
下 下 の
の の と
と と き
き き

二
三 二 十
十 十 四二 転種 免運 許転 （ 一免 普 件許 通 に自（

つ大 動 き型 車
自 免
動 許

の
表
二一 一 の件 件 項に に のつ つ 次き き に
次
の

百 を 分 の
円 削 に 交
」 り 限 付
に 、 る を
、 同 。 受

項 ） け「
十 の の た
二 備 床 建
万 考 面 築
円 ２ 積 物
」 及 を の

七 八 万
万 万 九
八 六 千
千 千 円
円 円

車 、
小第
型二
特種
殊免
自許
動及
車び 千免普 円許通 及

よ
う
に
加
え三 る千 千 。五 六

百 百
円 円

を び 超 計
同 え 画「

十 表 な を
二 二 い 変
万 十 部 更
三 四 分 す
千 の の る
六 項 床 と
百 の 面 き
円 備 積 の
」 考 の 床自 び動 原

車 動
第 機
二 付
種 自
免 転
許 車
を 免
除 許

に 中 二 面
改 分 積「
め ３ の の
、 」 一 合
同 を 及 計
表 び は「
一 ６ 床 、
の 」 面 変
三 に 積 更
の 改 の 前

四
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「 「

る定当一九
そ 場のし項十道
の 合適て第七路
他 用同三条交
の を項号の通
場 受のに二法

「

合

合 け規該第第

百
五
十
円

場自（
合動公
に車安
あを委

）

」 」
を

つ使員四
て用会千
はしが九
、て提百
八受供五
千けす十
六るる円

に
、

」
を

四
一



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「 第
二
種
免
許
又
は
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
」
に
、

百場自
円合動公
）に車安
あを委

」
に
、

つ使員
て用会
はしが
、て提
四受供
千けす
六るる

」
に
、

四
千
四
百
五
十
円
」
を
「
四

又
は
普
通
自
動
車
第
二
種
免

千
五
百
円
」
に 」
、
「
六
千

を

許
」
を
「
、
中
型
自
動
車

四
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

百 百「 「
五 五
十 十
円 円
」 」
に に
改 、
め
、 三

転 「
免
許
技
能
検
査
手
数

六「
百
五
十
円
」
を

七
同 千
項 六
技 百
能 五
検 十
定 円
員 」
資 を
格 「
者 七
証 千
交 六

料
に
関
す
る
部
分
中
「
大
型
自

千
七
百
円
」
に
、

付 百
等 五
手 十
数 円
料 」
に に
関 改
す め
る 、
部 同
分 項

動
車
仮
運
転
免
許
」
の
下
に

」
に
、

中 運
転
免
許
限
定
解
除」

を 審
査
手

又
は
中
型
自
動
車 」 」
仮 に
運 、
転

」
にを
、

数
料
に
関
す
る
部
分
中
「
二

「
免 三
許 千
」 円
を 」
加 を
え 「
、 三

千「
二 五
千 百
五 五

「
千
七
百
円
」
を
「
千
六
百
五

四
三

千
八
百
円
」
を
「
三
千
三

百 十
五 円
十 」
円 に
」 改
を め

、「
三 同
千 項
九 運

十
円
」
に
、

」
を



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

三

道
路
交
通

３
二 一 細 て 料

目 、 特の
自 技 に そ 定金
動 能 つ の 第額
車 検 い 者 一は
の 定 て が 種、

次 千 ３ め 円
に 三 の 、 」
次 百 一 同 を
の 円 中 備 「
よ 」 考 二「
う を 四 ３ 千
に 千 中 百「
加 三 七 五「
え 千 百 大 十

「 「
千 大
四 型
百 自
五 動
十 車
円 免
」 許
を 又

法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項

運 員 の 一 運次
転 と 審 及 転に
技 し 査 び 免掲
能 て の 二 許げ
に 必 い に にる
関 要 ず 掲 係審
す な れ げ る査
る 自 を る 技細
観 動 も 審 能目
察 車 免 査 検の
及 の 除 細 定区
び 運 さ 目 員

る 二 五 型 円
。 百 十 自 」

円 円 動 に
」 」 車 改
に を 第 め
改 二 、「
め 四 種 同
、 千 免 備
同 六 許 考
備 百 」 １
考 円 の の
３ 」 下 五

は「
四 中
千 型
百 自
五 動
十 車
円 免
」 許
に 」
改 に
め 、
、

に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と

分
採 転 れ に 審に
点 技 る つ 査応
の 能 者 い をじ
技 で て 受、
能 千 あ の けそ

三 る 審 よれ
二 百 と 査 うぞ千 五 き の とれ二 十 は い す次百 円 更 ず るに五 に れ 者

の に に 中
四 改 「 「
中 め 、 二

、 中 千「
二 同 型 百
千 備 自 円
八 考 動 」
百 ３ 車 を
五 の 第 「
十 二 二 二
円 中 種 千

「
同 千
備 百
考 五１ 十の 円二 」中 を「 「二 三千 千四

な
つ
て
い
る
事
項

二
千
百

定十 三 を がめ円 百 も 次る円 免 に額を 除 掲を前 さ げ前記 れ る記の る 審の手 者 査手数 で 細
数料 あ 目
料の る に

」 免 二「
を 八 許 百

千 」 円「
二 二 を 」
千 百 加 に
七 五 え 改
百 十 、 め
五 円 、「
十 」 二 同
円 を 千 備
」 百 考

七百 百五 五十 十円 円」 」を に「 、七 」
千 に「

三五 改百十 め

」
を

五
十
円

の金 と つ
金額 き い
額か は て
から 更 の
ら減 に 審
減ず 千 査
じる 五 を
たも 十 免
金の 円 除
額と を さ
とす 、 れ

「
に 七 五 １
改 千 十 の
め 九 円 六
、 百 」 中
同 五 を 「
備 十 二「
考 円 三 千
３ 」 千 五
を に 二 十
同 改 百 円
備 め 五 」

五円 、
十」 同
円に 部
」改 分
をめ の

、 備「
三同 考
百備 １
円考 中
」１ 「
にの 特

する 三 る
る。 及 者
。び で
こ四 あ
のに る
場掲 場
合げ 合
にる の
お審 手

査 い 数

考 、 十 を
４ 同 円 「
と 備 」 二
し 考 に 千
、 ３ 改 二
同 の め 百
備 三 、 円
考 中 同 」
２ 備 に「
の 三 考 改

改三 定
め及 第
、び 一
同四 種
備中 運
考 転「
１二 免
の千 許
一二 」

百 中 を

四
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

動「
二 車
千 第
五 二
十 種
円 免
」 許
を 」

を「

円 中 「
」 大
を 型千

自四「
千 動百
四 車五
百 免十
五 許円
十 又」

別
表
第 六 五 四
二
の 自 技 自
五 動 能 動
の 車 検 車
項 の 定 教

二 加
千 え
円 、
」 「
に 二
改 千
め 円
、 」
同 を
備 「
考 二
３ 千

円 はを
」 中「
に 型四
改 自千
め 動四
、 車百
同 免五
備 許十
考 」円
１ に」
の 、に
六

教 運 の 習
習 転 実 所
指 技 施 に
導 能 に 関
員 の 関 す
資 評 す る
格 価 る 法
者 方 知 令
証 法 識 に
交 に つ
付 関 二 い
等 す 千 て

の 九
三 百
中 五

十「
二 円
千 」
八 に
百 改
五 め
十 、
円 同

改 「
中 千め

二、「
千 百同
二 円備
百 を考円 」１」 をのを 二 「

三中「
千 千「四 四

手 る 五 の
数 知 十 知
料 識 円 識
に
関 二 二
す 千 千
る 円 百
部 五
分 十
中 円

」 備
を 考

３「
二 の
千 一
七 中
百 「
五 四
十 千
円 九
」 百

千百 百三円 五百」 十五に 円十改 を円め 」」、 にを同 、 」
備 「 「

千考 五
三３ 十

」
に を
改
め

」 」
に を
、

に 円
改 」
め を
、 「
同 四
備 千
考 八
３ 百
を 円
同 」
備 に

百中 円
円 を「
」大 」
に型 を
改自 「
め動 百
、車 五
同第 十
備二 円
考種 を
１免 」

、
同
部
分
の
備
考
１
中
「
特

考 改
４ め
と 、
し 同
、 備

四 同 考
五 備 ３

考 の
２ 二
の 中

の許 に
四」 改
及の め
び下 、
五に 同
中 備「

、 考「
千中 １
三型 の

自 百 一

定
第
一
種
運
転
免
許
」
を



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「
別
表
第
二
の
五
の
項

六 五 四 三 二 一

教 自 道 学 技 教
習 動 路 科 能 習
指 車 交 教 教 指
導 教 通 習 習 導

次
に

３ 次
目 て 料 の
に 、 特 よの
つ そ 定 う金
い の 第 に額
て 者 一 加は
の が 種 え、

運
転
免
許
等
講
習
手
数
料
に
関

員 習 法 に に 員
と 所 第 必 必 と
し に 百 要 要 し
て 関 八 な な て
必 す 条 教 教 必
要 る の 習 習 要
な 法 二 の の な
教 令 十 技 技 自
育 に 八 能 能 動
に つ 第 車
つ い 四 千 千 の
い て 項 二 三 運

審 一 運 る次
査 及 転 。に
の び 免掲
い 二 許げ
ず に にる
れ 掲 係審
を げ る査
も る 教細
免 審 習目
除 査 指の
さ 細 導区
れ 目 員

す
る
部
分
中

て の に 百 百 転
の 知 規 五 円 技
知 識 定 十 能
識 す 円

千 る 千
千 二 教 三
百 百 則 百
五 五 の 五
十 十 内 十
円 円 容 円

と

分
る に 審に
者 つ 査応
で い をじ
あ て 受、
る の けそ
と 審 よれ
き 査 うぞは の とれ更 い す次に ず るに五 れ 者

」
を

な
つ
て
い
る
事
項
そ
の
他
自

定十 を がめ円 も 次るを 免 に額前 除 掲を記 さ げ前の れ る記手 る 審の数 者 査手料 で 細
数の あ 目
料金 る に

動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識

の額 と つ
金か き い
額ら は て
か減 更 の
らず に 審
減る 千 査
じも 百 を
たの 円 免
金と を 除
額す 、 さ
とる 四 れ

千
二
百
五
十
円

す。 及 る
るび 者
。五 で
こに あ
の掲 る
場げ 場
合る 合
に審 の
お査 手

細 い 数

四
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
経
過
措
置
）

六 五 四 三 二
一
条 別 別 別 別 別
の 表 表 表 表 表
規 第 第 第 第 第
定 一 一 一 二 一
の の の の の の
施 ８ ５ ４ 改

１ （
一 施

こ 行
第 の 期 附
二 条 日
条 例 ） 則
第 は
三 、
項 平

の車 の
免普
許通
に自
係動

千 る二

掲の道
げ二路

車 る第交
免大 講一通
許型 習項法
に自 第第
係動 五百
る二 号八行 の の の 正 の

の 表 表 表 規 表
日 の 及 の 定 の

改 び 改 及 改
正 ９ 正 び 正
規 の 規 附 規
定 表 定 則 定

の 第
建 改 平 五 平
築 正 成 項 成
物 規 十 の 十
の 定 九 規 九

の 成
改 十
正 九
規 年
定 四

月
公 一
布 日
の か
日 ら

施
行

二 も輪
百
円

」
を
「

も輪 に条

安 並 年 定 年
全 び 十 六
性 に 月 平 月
の 附 一 成 一
確 則 日 十 日
保 第 九
を 二 年
図 項 六
る か 月
た ら 二
め 第 日

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

三
千
百
五
十
円

」
に
、

の 四
建 項
築 ま
基 で
準 の
法 規
等 定
の
一 平
部 成
を 二

に
掲
げ
る
規
定
は
、 」
当 を
該 削
各 る

「
千
三
百
五
十
円
」
を 」
「
千
二

に
、

改 十
正 年
す 四
る 月
法 一
律 日
（
平
成
十
八

号 。
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

百
円
」
に
改
め
、

「
四
千
百
円
」
を
「
千
三
百
五

四
七

年
法
律
第
九
十
二
号
）
第

る
。

十
円
」
に
、



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山「
別 山 口
表 口 県
中 県 山 条

道 口 例「
地 路 県 第
下 占 道 十
電 用 路 九
線 料 占 号

山
平 口
成 県
十 道
九 路
年 占
三 用
月 料

５
に 適 授 し
係 用 道 業 た
る に 路 料 者
再 つ 交 の に
試 い 通 額 係
験 て 法 と る
」 は の 同 授
と 、 一 額 業

４ ３ ２
授 口

平 業 平 県 平
成 料 成 使 成
二 の 二 用 二
十 額 十 料 十
年 は 年 手 年
四 、 三 数 三
月 改 月 料 月

そ 徴 用
の 収 料
他 条 徴
地 例 収
下 条（
に 昭 例
設 和 の
け 二 一
る 十 部階 」 九 を数 を 年 改が 山 正

十 徴
三 収
日 条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

、 同 部 と 料
同 項 を す の
項 運 改 る 額
運 転 正 。 は
転 免 す 、
免 許 る 改
許 試 法 正
等 験 律 後
講 手 の（
習 数 平 条
手 料 成 例
数 に 十 別

一 正 三 条 三
日 後 十 例 十
以 の 一 一（
後 条 日 以 日
に 例 に 下 に
山 別 山 山「
口 表 口 改 口
県 第 県 正 県
立 一 立 後 立
高 の 高 の 衛
等 ９ 等 条 生
学 の 学 例 看「一 地 口 すの 下 県 るも に 条 条の 設 例 例

け 第
る 十
電 九
線 号
そ ）
の の
他 一

条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

料 関 六 表
に す 年 第
関 る 法 一
す 部 律 の
る 分 第 ９
部 中 九 の
分 十 表「
中 普 号 一

通 ） の「
自 附 項
動 則 及

校 表 校 」 護
の 一 の と 学
全 の 全 い 院
日 項 日 う 又
制 及 制 。 は
課 び 課 ） 山
程 一 程 別 口
若 の 若 表 県
し 三 し 第 立
く の く 一 萩
は 項 は の 看

の 部
」 を
に 次
、 の

よ
う
に
改
正た六 す額をに る

」

車 第 び許 免 十 一に普 許 四 の係通 に 条 三る自 係 に のも動 る 規 項の車 再 定 の免 試 す 規
験 る 定

と 」 者 に
あ と に か

専 の 専 ５ 護
攻 規 攻 の 学
科 定 科 表 校
又 に 又 三 に
は か は の 在
山 か 山 項 学
口 わ 口 及 し
県 ら 県 び 、
立 ず 立 四 引
中 、 中 の き
等 な 等 項 続乗〇 。じ・

て〇
得〇

た八
額をに
乗〇
じ・
て〇
得〇

山
口
県
知
事 の

二

る あ 対 か
の る す わ
は の る ら

は 改 ず「
正 、「

中 後 そ
型 の の車許 自 条 者免又中 動 例 の許は型 車 別 属に普自 免 表 す

教 お 教 の き
育 従 育 規 在
学 前 学 定 学
校 の 校 に す
に 例 に か る
転 に 在 か 者
入 よ 学 わ に
学 る し ら 係
、 。 、 ず る
転 引 、 授
籍 き な 業

井

」
関

成

係通動 許 第 るる自車 又 二 年も動免 は の 次
普 五 の

と 通 の 在
す 自 項 学
る 動 の 者
。 車 規 に

免 定 係
許 の る

、 続 お 料
編 き 従 の
入 在 前 額
学 学 の は
又 す 例 、
は る に 改
再 者 よ 正
入 に る 後
学 係 。 の
を る 山

四
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

動る第設号令
車施七並に第
駐設号び掲七
車及ににげ条
場び掲同る第
自げ条施六

そ 建

「

理及
所び
自
動
車
修

そ

憩号令
所に第
、掲七
給げ条
油る第
所休八

下に道上上 そ

動る第設号令
車施七並に第
駐設号び掲七
車及ににげ条
場び掲同る第
自げ条施六

建
の 築
他 物
の
も
の

階 階 階
数 数 数
が が が

の
他
の
も
の

階 階
数 数
が が

に限路又空 の
設る は、 他（
け。高自ト の
る）架動ン も
ものの車ネ の
の路も専ル
面の用の

階 階 階
数 数 数
が が が

築
物

階 階 階
数 数 数
が が が

四 三 二
以 の の
上 も も
の の の
も
の

一 四
の 以
も 上
の の

も
の

三 二 一
の の の
も も も
の の の

四 三 二
以 の の
上 も も
の の の
も
の

た
額
六 た三 た一 た九
をに額をに額をに額をに

た六 額 た三 た
額をに に 額をに額

ー占
ト用
ル面
に積
つ一
き平
一方
年メ

一 た九 た六 た六
をに額をに額をに額をに

た三 た一 た九
額をに額をに額をに

乗〇 乗〇 乗〇 乗〇
じ・ じ・ じ・ じ・
て〇 て〇 て〇 て〇
得〇 得一 得一 得〇
を た六 た五 た一乗に 額をに額をに額をにじ〇 乗〇 乗〇 乗〇て・ じ・ じ・ じ・得〇 て〇 て〇 て〇た〇 得一 得一 得一額八

乗〇 〇 乗〇
じ・ ・ じ・
て〇 〇 て〇
得〇 一 得一

八
た八 を た六 た
額をに 乗 額をに額
乗〇 じ 乗〇
じ・ て じ・
て〇 得 て〇
得〇 た 得一

乗〇 乗〇 乗〇 乗〇
じ・ じ・ じ・ じ・
て〇 て〇 て〇 て〇
得一 得〇 得〇 得〇

五 た一 た八 た八
をに額をに額をに額をに
乗〇 乗〇 乗〇 乗〇
じ・ じ・ じ・ じ・
て〇 て〇 て〇 て〇
得一 得一 得〇 得〇

乗〇 乗〇 乗〇
じ・ じ・ じ・
て〇 て〇 て〇
得一 得一 得〇

た六 た五 た一
額をに額をに額をに
乗〇 乗〇 乗〇
じ・ じ・ じ・
て〇 て〇 て〇
得一 得一 得一

四
九

」
を



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２ る 山
さ 第 山 口

知 と 六 口 県
事 保 条 県 山 条
は 全 中 資 口 例
、 対 金 県 第「
山 策 山 積 資 二
口 基 口 立 金 十
県 金 県 基 積 号

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
十 資 例
九 金 は 則
年 積 、
三 立 平
月 基 成

五
中 に号「 掲及第 げび七 る第条 施十第 設号八
号 そ 下

令 令
第 第
七 七
条 条
第 第
九 八

号
に道上上 に発 、 国 金 立

電 山 民 条 基
用 口 健 例 金
施 県 康 条（
設 森 保 昭 例
周 林 険 和 の
辺 整 広 六 一
地 備 域 十 部
域 地 化 年 を
振 域 等 山 改
興 活 支 口 正
基 動 援 県 す

十 金 十
三 条 九
日 例 年

の 四
一 月
部 一
を 日
改 か
正 ら
す 施
る 行
条 す

に の に掲 他 設げ の ける も る休 の も憩 の所
、
給 階 階油 数 数所 が が又

限路又空 掲
る は、 げ（
。高自ト る
）架動ン 器
のの車ネ 具
路も専ル
面の用の

階 階
数 数
が が

金 支 基 条 る
に 援 金 例 条
属 基 、 第 例
す 金 山 三
る 及 口 号
現 び 県 ）
金 山 地 の
を 口 域 一
預 県 環 部
け 離 境 を
入 島 保 次

例 る
を 。
こ
こ
に
公
布
す
る
。

四 三は 以 の自 上 も動 の の車 も修 の理
所
」
を
「
第

二 一
の の
も も
の の

れ 地 全 の
た 域 基 よ
金 漁 金 う
融 業 、 に
機 等 」 改
関 再 及 正
又 生 び す
は 支 る「
農 援 、 。
水 基 山
産 金 口

七
条
第
九
号
及
び
第
十 額 た三 た一号 に 額をに額をに

ー占
ト用
ル面
に積
つ一
き平
一方
年メ

た九 た六 額
に額をに額をに に

業 」 県
協 を 中
同 削 山
組 り 間
合 、 地
に 同 域
係 条 等
る に 直
保 次 接
険 の 支
事 一 払

山
口
県
知
事

二

〇 乗〇 乗掲 ・ じ・ じげ 〇 て〇 てる 一 得一 得施 八設 を た六 た五」 乗 額をに額をに じ 乗〇 乗改 て じ・ じめ 得 て〇 てる た 得一 得。

〇 乗〇 乗〇 〇
・ じ・ じ・ ・
〇 て〇 て〇 〇
一 得〇 得〇 一

八
た一 た八 を

に額をに額をに 乗
〇 乗〇 乗〇 じ
・ じ・ じ・ て
〇 て〇 て〇 得
一 得一 得〇 た

故 項 基
を 金（

預 加 、
金 え 山
保 る 口
険 。 県
法 中

山（
昭 間
和 ふ

井

関

成

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考

五
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

繰
り

附 替
え

則 て
運
用
す

第 （
五 繰 第 山
条 替 七 口

運 条 県 山
知 用 を 市 口
事 ） 第 町 県
は 八 振 市
、 条 興 町
財 と 基 振

山
口 山 こ
県 平 口 の
条 成 県 条
例 十 市 例
第 九 町 は
二 年 振 、
十 三 興 公
一 月 基 布

臨
附 時

特
則 例

基
金

別 に 条 四
表 属 第 十
山 す 二 六
口 る 項 年
県 現 に 法
地 金 規 律
域 を 定 第
福 歳 す 三

る
こ
と
が
で
き
る
。

政 し 金 興
上 、 条 基
必 第 例 金
要 六 条（
が 条 昭 例
あ を 和 の
る 第 四 一
と 七 十 部
認 条 三 を
め と 年 改
る し 山 正
と 、 口 す

号 十 金 の
三 条 日
日 例 か

の ら
一 施
部 行
を す
改 る
正 。
す
る
条

の が
増 で
進 き
を る
図 よ
る う
こ 支
と 援
。 し

、
そ

祉 計 る 十
基 現 保 四
金 金 険 号
の に 事 ）
項 繰 故 第
の り を 四
次 替 い 十
に え う 九
次 て 。 条
の 運 ） 第
よ 用 が 二
う す 発 項

き 第 県 る
は 五 条 条
、 条 例 例
確 を 第
実 第 一
な 六 号
繰 条 ）
戻 と の
し し 一
の 、 部
方 第 を

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

の
福
祉

る
と
認
め
る
経

に る 生 に
加 こ し 規
え と た 定
る が と す
。 で き る

き は 保
る 、 険
。 確 事

実 故
な 又
繰 は

法 四 次
、 条 の
期 の よ
間 次 う
及 に に
び 次 改
利 の 正
率 一 す
を 条 る
定 を 。
め 加

費
の
財
源
に
充
て
る
と
き
。

戻 農
し 水
の 産
方 業
法 協
、 同
期 組
間 合
及 貯
び 金
利 保

、 え
基 る
金 。
に
属
す
る
現
金
を
歳

山
口
県
知
事

二

率 険
を 法
定 （
め 昭
、 和
山 四
口 十
県 八
発 年
電 法
用 律

五
一

入
歳
出
に
属
す
る
現
金
に

井

関

成

施 第
設 五
周 十
辺 三
地 号
域 ）
振 第
興 四
基 十
金 九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
介
護
保
険
財

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 介
県 第 九 護
介 二 年 保
護 十 三 険
保 三 月 財

こ る 故 第
の こ を 四
条 附 と い 十
例 が う 九
は 則 で 。 条
、 き ） 第
公 る が 二
布 。 発 項

第 山（
五 繰 第 山 口
条 替 五 口 県

運 条 県 山 条
知 用 を 企 口 例
事 ） 第 業 県 第
は 六 立 企 二
、 条 地 業 十
基 と 資 立 二

山 こ
平 口 の
成 県 条
十 企 例
九 業 は
年 立 、
三 地 公
月 資 布

政
安
定
化
基
金
条
例
（
平
成
十

険 号 十 政
財 三 安
政 日 定
安 化
定 基
化 金
基 条
金 例
条 の
例 一
の 部
一 を

の 生 に
日 し 規
か た 定
ら と す
施 き る
行 は 保
す 、 険
る 確 事
。 実 故

な 又
繰 は
戻 農

金 し 金 地 号
に 、 貸 資
属 第 付 金
す 四 基 貸
る 条 金 付
現 の 条 基
金 次 例 金
を に 条（
預 次 昭 例
け の 和 の
入 一 五 一
れ 条 十 部

十 金 の
三 貸 日
日 付 か

基 ら
金 施
条 行
例 す
の る
一 。
部
を
改

二
年
山
口
県
条
例
第
十
二
号

部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公

し 水
の 産
方 業
法 協
、 同
期 組
間 合
及 貯
び 金
利 保
率 険

た を 八 を
金 加 年 改
融 え 山 正
機 る 口 す
関 。 県 る
又 条 条
は 例 例
農 第
水 二
産 号
業 ）

正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

布
す
る
。

を 法
定 （
め 昭
、 和
基 四
金 十
に 八
属 年
す 法
る 律
現 第

協 の
同 一
組 部
合 を
に 次
係 の
る よ
保 う
険 に
事 改
故 正

す
る
。

正
す
る
。

山
口
県
知
事

二

金 五
を 十
歳 三
入 号
歳 ）
出 第
に 四
属 十
す 九
る 条
現 第

す（
預 る
金 。
保
険
法
（
昭
和
四
十

山
口
県
知
事

二

井

関

成

金 二
に 項
繰 に
り 規
替 定
え す
て る
運 保
用 険
す 事

六
年
法
律
第
三
十
四
号
）

井

関

成

五
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
施
行
期 附
日
） 則

る ン
第 。 第 タ 第
四 ー 二三
条 」 条条
か に 中中
ら 改 「「
第 め 環山
六 る 境口
条 。 保県

山
第 題 山 口
一 名 口 県
条 山 を 県 山 条
中 口 次 環 口 例

県 の 境 県 第「
環 環 よ 保 二
境 境 う 健 十
保 保 に 研 四

山 こ
平 口 の
成 県 条
十 例
九 は
年 、
三 公
月 布

第 （
繰 五 繰 第
り 条 替 五

附 替 運 条
え 知 用 を

則 て 事 ） 第
運 は 六
用 、 条
す 財 と

ま 健環
で 研境
の 究保
規 セ健
定 ン研
中 タ究

ーセ「
環 のン
境 」タ
保 をー
健 「（
研 環

健 健 改 究 号
研 セ め セ
究 ン る ン
セ タ 。 タ セ
ン ー ー ン
タ 条 条 タ
ー 例 例 ー
」 条（
を 昭 例

和 の「
環 六 一
境 十 部

十 の
三 セ 日
日 ン か

タ ら
ー 施
条 行
例 す
の る
一 。
部
を
改

る 政 し
こ 上 、
と 必 第
が 要 四
で が 条
き あ の
る る 次
。 と に

認 次
め の
る 一
と 条以

究 境下
セ 保「
ン 健環
タ セ境ー ン保」 タ健を ー研 の究「
環 」セ境 にン保 改

保 二 を
健 年 改
セ 山 正
ン 口 す
タ 県 る
ー 条 条
」 例 例
に 第
改 二
め 号
る ）

正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布

き を
は 加
、 え
確 る
実 。
な
繰
戻
し
の
方タ健 めーセ 、」ン 同をタ 条

ー の「
山」 表口に 中県改 「
環め 山
境る 口
保。 県

。 の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め

健 環
セ 境
ン 保
タ 健
ー 研

究（
以 セ
下 ン

タ「
環 ー
境 」

す
る
。

山
口
県
知
事

二

、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳

五
三

保 を
健 「
セ 山
ン 口
タ 県
ー 環
」 境
に 保
改 健
め セ

井

関

成

入
歳
出
に
属
す
る
現
金
に



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

次 に
」 第 、
に 三 「

園 学 改 条 農
め の 業
、 見 及
同 出 び
条 し 農

芸 に を 家

山
第 山 口

口 県一
県 山 条条
立 口 例中
農 県 第「
業 立 二次
大 農 十代
学 業 五の

３
山

平 口 三 第 職
成 県 三 員
十 立 山 条 の
九 農 口 第 定
年 業 県 三 年
三 大 環 号 等
月 学 境 を に

２ １（ （
職 山
員 別 山 口 こ
の 表 口 県 の
定 第 県 使 条
年 一 使 用 例
等 の 用 料 は
に ５ 料 手 、
関 の 手 数 平

次 生「
の 活（
表 学 」
及 科 を

学 び 、 「
一 修 農
項 業 業
を 年 経
加 限 営

科 科 え 及 及
る び び
。 入 農

校 大 号農
条 学業
例 校及

条び （
昭 例農
和 の村
五 一を
十 部担
八 をう
年 改」
山 正を
口 す

十 校 保 次 関
三 条 健 の す
日 例 セ よ る

の ン う 条
一 タ に 例
部 ー 改 （
を め 昭
改 る 和
正 。 五
す 十
る 九
条 年

す 表 数 料 成
る 六 料 条 十
条 の 条 例 九
例 項 例 の 年
の の 一 四（
一 備 昭 部 月
部 考 和 改 一
改 中 三 正 日
正 十 ） か「
） 山 一 ら

口 年 施
県 山 行

校 村
資 生修二 格 活
） 」業 」 に
に 改年 改 め

年 め る限 、 。
同
条

削
県 るり
条 条、
例 例「
第、
二農
十業 五者 号及 ）び の地 一

例 山
を 口
こ 県
こ 条
に 例
公 第
布 一
す 号
る ）
。 の

一

環 口 す
境 県 る
保 条 。
健 例
研 第
究 一
セ 号
ン ）
タ の
ー 一
」 部

中
「
課
程
、
修
業
期
間
及
び

域 部の を農 次業 のの よ振 う興 にに 改
指 正
導 す
的 る

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

を を
次「

山 の
口 よ
県 う
環 に
境 改
保 正
健 す
セ る
ン 。

入
校
資
格
は
、
別
表
」
を

役 。 山
割

口を
果 県
た

知す
」 事
を
「
そ 二
の

。 タ
ー
」
に
改
め
る
。

「
学
科
及
び
修
業
年
限
は
、

他
の 井
農
業
を 関
担
う
べ 成
き
」

五
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
二
条
第
一
項
の
表

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
立 口 例 十
都 県 第 九
市 立 二 年
公 都 十 三
園 市 六 月

３ ２（
山 そ 校
口 前 の 条 こ
県 項 他 例 の
立 に の 第 条
都 定 経 三 例
市 め 過 条 の
公 る 措 第 施
園 も 置 一 行

１（ （
経 施 別 第
過 こ 行 表 七
措 の 期 附 を 条
置 条 日 削 の
） 例 ） 則 る 見

は 。 出
、 し
平 を

２
以
上 大
の 学 畜
学 校
力 の
を 入
有 校
す 資 産

維
新
百
年
記
念
公
園
の
項
を
次

条 公 号 十
例 園 三

条 日（
昭 例
和 の
四 一
十 部
八 を
年 改
山 正
口 す
県 る

条 の の 項 の
例 の 規 に 際
の ほ 則 規 現
一 か へ 定 に
部 、 の す 改
を こ 委 る 正
改 の 任 園 前
正 条 ） 芸 の
す 例 学 山
る の 科 口
条 施 又 県
例 行 は 立

成 「
十 （
九 授
年 業
四 料
月 ）
一 」
日 に
か 改
ら め
施 、
行 同

る 格
と は
知 、
事 学
が 校 学
認 教
め 育
る 法
者 （
で 昭 科
あ 和
る 二

の
よ
う
に
改
め
る
。

条 条
例 例
第
三
号
）
の
一
部
を
次

を に 畜 農
こ 伴 産 業
こ い 学 大
に 必 科 学
公 要 の 校
布 な 学 条
す 経 生 例
る 過 と 別
。 措 な 表

置 る に
は も 規

す 条
る 中
。 「

又
は
受
講
料
」
を
削

こ 十
と 二
と 年 二
す 法
る 律
。 第

二
十 年
六
号
）

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

、 の 定
規 と す
則 す る
で る 養
定 。 成
め 課
る 程
。 の

本
科
に

る
。

に
規
定
す
る
高
等
学
校
若
し

山
口
県
知
事

二

在
学
し
て
い
る
者
は
、
改
正

く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

五
五

井

関

成

後
の
山
口
県
立
農
業
大
学

し
た
者
又
は
こ
れ
と
同
等



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 念山十 公口条 園き中 ら「 ら又 博は 記第

第
二
条
第
一
項
の
表

園維
新
百
年
記
念
公

三 ビ ス ビサ 多条 ー ーッポ 目第 チ 場カー 的一 バ ー項 ツ ドレ ・」 広 ーー ラを 場 場 グ ム「
又 一は 月こ 四の

柳 野井
ウ 外
ェ 音ル
ネ 楽
ス 堂パ
ー
ク
の
項

弓 ンス テ 球
タポ
ーー ニ

道 ツ 技
文 ス
化

場 セ 場 場

一
月
四

助陸 カラ 競陸
競上 ーグ 技上
技競 場ビ 場競
場技 ー ）技
）場 ・ 場

サ（ （
補 ッ 主

日条 か例 ら第 十三 二条 月第 二一 十項 八若 日し まく

中
「

テ

ニ

ス

場

」

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

では の第 日七
条 午 午第 前 前一 九 九項 時 時」 か かに ら ら改 午 午め

を
「

多 テ
目 ニ
的

ス広
場 場

」

で
の
日

午 午 午
前 前 前
九 六 六
時 時 時
か 三 三
ら 十 十
午 分 分

午 午
前 前
八 八
時 時
三 三
十 十
分 分

後 後る 五 十。 時 時
ま ま
で で

に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う

後 か か
十 ら ら
時 午 午
ま 後 後
で 十 七

時 時
ま ま
で で

か か
ら ら
午 午
後 後
十 七
時 時
ま ま
で で

に
加
え
る
。

五
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

午 午 午 午
前 前 前 前
八 八 六 六
時 時 時 時
三 三 三 三

午
前
六
時
三

午 十
午 午 前 分
後 後 八 か

午 午 午 午
前 前 前 前
八 八 六 六
時 時 時 時 午 午
三 三 三 三 後 後

「
別 第午 表 十前 第 四六 二 条時 維 第三 新 一午 十 百 項前 分 年 中八 か

十 十 十 十
延 分 分 分 分
長 か か か か
料 ら ら ら ら
一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 七 五 七 五
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

五 一 時 ら
時 時 三 午 延
か か 十 前 長
ら ら 分 八 料
午 午 か 時 一
後 後 ら 三 時
七 五 正 十 間
時 時 午 分 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

十 十 十 十 五 一
分 分 分 分 時 時
か か か か か か
ら ら ら ら ら ら
午 午 午 午 午 午
後 後 後 後 後 後
七 五 七 五 七 五
時 時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

記 「時 ら 念 及三 午 公 び十 前 園 山分 八 の 口か 時 項 県ら 三 陸 立正 十 上 火午 分 競 のま ま 技 山で で 場 公
に 園

六
五 万 五

七 万 四 万
千 千 千 千
七 六 三 五 六
百 百 万 百 百
四 六 八 八 六
十 十 千 十 十
円 円 円 円 円

一 一
万 二 一 万
二 万 万 二
千 六 八 千 九
九 百 千 九 百
百 六 七 百 五
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

六 四 六 二
千 千 千 千
四 三 八 四 千 五
百 百 千 百 六 百
四 七 五 四 百 七
十 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

関 」
す を
る 「
部 、二 分 山千 の 口二 千 県百 六 中 立五 百 火十 十 の円 円 山

」
を

公
園
及
び
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
」
に
改
め
る
。

五
七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別 補表
第 助
二 競維
新 技
百 場年

に
改
め
、
同 午部 前分 八の 時

三

午
午 午 午 前
後 後 後 八

「

午
前
八 午
時 午 午 午 前
三 後 後 後 八記

念 そ 学生育高 徒学公 の 校徒学等 校園 他 及並校学 のの の びびの校 前項 者 大に後及 期ス 学高期び 課ポ の等課中 程ー 学専程等 のツ 生門の教 生文
化

に 十次中小 延 分の学学 長 かよ校校 料 らう及の 一 午にび児 時 後加中童 間 五え等並 に 時る教び つ ま。育に き で

七 五 一 時
時 時 時 三 延
か か か 十 長
ら ら ら 分 料
午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
十 七 五 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

十 七 五 一 時
分 時 時 時 三
か か か か 十
ら ら ら ら 分
午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
五 十 七 五 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま
で で で で で

一 一セ 人 人ン 三 三タ 時 時ー 間 間に 以 以関 内 内す
る
部
分
の

一
人
三 二
時 万 十
間 九 四
以 千 万
内 七 八

百 千
六 八
十 百
円 円

七 六
万 万

七 四 九 九 三
万 万 千 千 千
四 九 三 四 七
千 千 百 百 百
四 六 六 四 二
百 百 十 十 十
円 円 円 円 円

一 九 八
万 千 千
八 九 六 九 六
千 千 千 百 百
六 三 二 二 八
百 百 百 十 十
円 円 円 円 円

中
二
百 百
四 二
十 十
円 円

」

六
十
円

に
改
め
、
同
部
分
の

中

補 主
助 競
競

技技
場 場

」
を

「

主

競

技

場

」

「

五
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

一
万
四
千
八
百

四
万

五 七 七
万 千 千
九 二 三 四
千 百 万 百

七 二 二
万 万 万
八 七 四 七 九 三
千 万 万 千 千 千
三 八 千 四 七 六
百 百 百 百 百 百

一 一
万 万

一 九 七 一
万 千 千 千 万
七 八 五 七 二
千 百 百 百 百

「

七 四
千 千 千
八 四 五 三
百 百 千 百

八
十
円

一
万

五 五 五 四
百 十 千 十
円 円 円 円

六 三
万 万

二 八 二 四 五 二
十 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

八 七 四 三
万 万 万 万 二

五 六 八 二 八
百 十 十 十 十
円 円 円 円 円

一 一
万 二 万 一

六 三 九 七
十 十 百 十
円 円 円 円

「

六
千
四
百
六
十
円

五 五 八 八
千 万 千 千
八 二 七 二
百 千 百 百
六 三 四 二
十 百 十 十
円 円 円 円

六 八 五 八 二 万
千 千 千 千 千 六
六 四 五 二 九 千
百 百 百 百 百 百
九 六 二 二 二 四
十 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

九 万 九 万
千 千 千 千
三 二 六 五 三
百 千 百 百 百
六 四 四 九 六
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

六 四
八 千 千

二 千 五 八
千 二 百 百
四 百 二 三
十 十 十 十
円 円 円 円

五
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

十
一 五 十 八 一
万 万 四 万 万
四 六 万 二 四 五
千 千 千 千 千 万
八 六 七 二 八 九
百 百 百 百 百 千

四
万 三
七 三 万
千 千 九
二 三 七 千
百 万 百 百

三 一
万 万
五 二 三 四 一 八
千 万 千 千 万 千
四 五 七 八 千 七
百 百 百 百 八 百

十
一 五 十 八
万 万 四 万
四 六 万 二
千 千 千 千
八 六 七 二
百 百 百 百

八 四 六 五 八 五
十 十 十 十 十 百
円 円 円 円 円 円

十 十
一 七 五 一 六
万 万 万 万 万

五 五 二 六
十 千 十 十
円 円 円 円

三 四
万 万

四 六 二 七 百 五
十 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

三 二 一
万 万 万

八 四 六 五
十 十 十 十
円 円 円 円

を

十 十
一 七 五
万 万 万

六 三 六 六 五
千 千 千 九 千 千
四 三 九 万 四 八
百 百 百 千 百 百
六 九 二 五 六 六
十 十 十 十 十 十
円 円 円 円 円 円

五 八 三
万 千 千
二 七 三
千 百 四 百
三 四 千 四
百 十 百 十
円 円 円 円

九 二 六 一 九
千 千 千 万 千
二 七 四 三 六
百 百 四 百 千 百
二 六 千 六 六 八
十 十 百 十 十 十
円 円 円 円 円 円

六 三 六
千 千 千 九
四 三 九 万
百 百 百 千
六 九 二 五
十 十 十 十
円 円 円 円

に
改
め
、
同
部
分
の

中
「
千
九
十
円
」
を
「
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
表
片
添
ケ
浜
海
浜

六
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

のをれ入
徴に場
収類料

円
」
に
改
め
、
同
表
柳専

公
園 三 二の 十 十項 二 一 八 十中 万 万 万 六

九 三 三 万「
一 千 千 千 四万 七 二 五 千
三 百 百 百 五

二
万 九
九 十 万
千 一 四
七 万 千
百 九 五

しすそ
なるの
い料他
も金こ

午
前
六
時 午
三 前
十 八

井用 ウ使 ェ用 ル
ネ
ス午 パ前 ー六 ク時 の三 項午 十 テ

千 六 九 三 百
円 十 十 十 十
」 円 円 円 円
を
」「

一
万
五 三 三
千 十 十
円 三 四 一
」 万 万 万

六 千 百 七
十 十 十 万
円 円 円 円

三 十 七
万 三 十 万

分 時 午 午
か 三 後 後
ら 十 七 五
午 延 分 時 時
前 長 か か か
八 料 ら ら ら
時 一 午 午 午
三 時 後 後 後
十 間 五 十 七
分 に 時 時 時
ま つ ま ま ま

午 前 分 ニ後 八 か ス一 時 ら 場時 三 午 にか 十 前 関ら 分 八 す午 か 時 る後 ら 三 部五 正 十 分時 午 分 のま ま ま 次

に 二 六 三 十
改 千 千 千 八
め 九 七 八 万
、 百 百 百 二
同 二 八 五 千
表 十 十 十 百
萩 円 円 円 円
ウ
」ェ

ル
ネ

二 万 万 七
千 千 四 千
九 七 千 四
百 百 六 百
二 三 百 九
十 十 十 十
円 円 円 円

で き で で で

二
万
六 三
千 一 千
九 二 万 五 三
百 千 百 千 百
六 二 二 六 七

で で で に
次
の
よ
う
に四 三 加千 千 え五 七 三 る千 百 百 。四 二 七

ス
パ
ー
ク
の
項
多
目
的
体
育

十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

百 十 十
円 円 円

館
に
関
す
る
部
分
の

中
「

六
一

千
九
十
円
」
を
「
千
二
百



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

１ （
一 施 場こ 行
第 の 期 附

条 日二
例 ） 則条
は第 照、一
平項 明

別多 表目 第的 三広 柳
井冷 ウ

暖 ェ 場
備

器

場多
目
的
広

をれ入
徴に場
収類料成の

十表 設九柳
年井 備四ウ
月ェ
一ル
日ネ
かス
らパ
施ー
行

ル 合 維房 ネ に 新
設 ス 準 百

パ 用 年備 ー す 記
ク る 念
の 。 公
項 園
テ の
ニ 項
ス 陸
場 上

考 具
の
使
用

一
点

すすそ
るるの
も料他
の金こ

午
前
八 午

ク
すの
る項
。、
た別
だ表
し第 一、二 時次柳 間の井 に各ウ つ号

に 競
関 技
す 場
る に
部 関
分 す一 の る時 次 部間 に 分に 次 のつ の 備

、
一
組
又 延
は 長
一 料
式 一
一 時
回 間
に に
つ つ

時 午 午 午 前
三 後 後 後 八
十 七 五 一 時
分 時 時 時 三
か か か か 十
ら ら ら ら 分
午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
五 十 七 五 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま

ェ きにル
掲ネ 者実げス が費るパ 定を規ー め勘定ク る案はの 額し、項 て当及 指該び 定各

き よ 考
う の者実 にが費 加 か定を え らめ勘 るる案 。 ま額し でて は指 、定

き き

知千
事五
が百
定九 一
め十 万
る円 六
額の 千
範 百
囲 六

で で で で で

二 三
万 万

八 四 六 四 七
万 万 千 万 千
九 四 九 三 七
百 百 百 千 百
六 八 六 二 六

別 管号表 理に第
定三
めの
る改
日正
か規 ら定 施
行公 す

管 の理
内 十
で 円

十 十 十 百 十
円 円 円 円 円

布 るの 。日
か
ら
起
算
し
て
五
月

六
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３ （
五 山
の 別 山 口
項 表 口 県
か 第 県 使
ら 一 使 用
八 の 用 料
の ３ 料 手
項 の 手 数

２ （
山 二

山 口 六 を
口 県 月 第 超
県 立 を 二 え
立 ス 超 条 な
ス ポ え 第 い
ポ ー な 一 範
ー ツ い 項 囲

水
道
管
、

変 電 電 公 公
園 園

占 施 施
用

ま 表 数 料
で 一 料 条
を の 条 例
一 項 例 の
項 か 一（
ず ら 昭 部
つ 四 和 改
繰 の 三 正
り 項 十 ）
下 ま 一

公 げ で 年
園 、 の 山

ツ 交 範 の 内
交 流 囲 表 に
流 公 内 維 お
公 園 に 新 い
園 条 お 百 て
条 例 い 年 規
例 の て 記 則

廃 規 念 で（
平 止 則 公 定
成 ） で 園 め
十 定 の る
四 め 項 日下

水
道
管
、

圧

塔 線 柱

設 設
の の
管 設
理 置

一
平

施 四 規 口
設 の 定 県
の 項 中 条
設 の 例「
置 次 ス 第
又 に ポ 一
は 次 ー 号
管 の ツ ）
理 よ 交 の

う 流 一
に 公 部

年 る 及
山 日 び
口 別
県 表
条 第
例 二
第 維
六 新
号 百
） 年
は 記一

メ
ー

一 ト 一
基 ル 本
一 一 一
年 年 年
に に に
つ つ つ
き き き

方
メ
ー
ト
ル
一
月
に
つ
き

加 園 を
え 」 次
る を の
。 よ「

山 う
口 に
き 改
ら 正
ら す
博 る
記 。

、 念
廃 公
止 園
す の
る 項
。 陸

上
競
技
場
によ表電

り第気
算一通
定に信
し定事

千 ため業
七 額る法
百 額施
二 七 の行
十 十 例令
円 円 に別

で八公 事超土
知を園 がえ地
事超施 定なの
がえ設 めい価
定なの る額格
めい価 額のの
る額格 範千
額のの 囲分
範千 内の
囲分 で六
内の 知を

念
公
園
」
に
改
め
、
同
表
中

関
す
る
部
分
の
改
正
規
定

六
三

九
の
項
を
十
の
項
と
し
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

五

備
１

二 一 考
い

月 う の「
の 。 土 場
中 地 合
途 の の
か 価 使
ら 格 用

くて れ会協 撮業 撮（
。 仮 、議 影と 影ら行
） 設 博会 及しにう工 覧、 びて類

業 類募物 そ
と す金品 のし るその そて もの販 他の

用都
料市
公
園
使

工たれ会協 にガ
作めら、議 類ス
物設に博会 す管
け類覧、 るそ

使 」 料
用 及 の
す び 金
る 額「
場 公 の
合 園 計
の 施 算
そ 設 に
の の つ
月 価 い
の 格 て

も作 会集 興行す物 そ会 行うの るを の、 映
を 催設 他展 画
除け物こ示 の

行 の他売 他 のう こ、 の写 れ宣 も使真 ら伝 用の に、 の

らす会集 もの
れるそ会 の他
る催の、 こ
仮物他展 れ
設のこ示 ら

一
平

使 」 は
用 と 、
料 は 次
の 、 に
金 当 定
額 該 め
は 土 る
、 地 と
日 及 こ
割 び ろ
計 公 に

一 一
日 日
に に
つ つ
き き

一
台
一
日
に
つ
き

方 一
メ メ
ー ー
ト ト
ル ル
一 一
日 年
に に
つ つ
き き

算 園 よ
の 施 る
方 設 。
法 の
に 適
よ 正
つ な
て 時
算 価
定 を

一 一
万 万
八 八
百 百
八 八
十 十
円 円

事工
が作
定物
め等
るの
額種
類

千 ご
八 と
十 に
円 知

で二土
知を地
事超の
がえ価
定な格
めいの
る額千
額の分
範の 九
囲〇 十
内・ 円

六
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

こ
の
条
例
は
、
平
成

第 山
末 二 口

附 武 条 県
川 第 公

則 工 二 営
業 項 企
用 第 業
水 二 の

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 公
県 第 九 営
公 二 年 企
営 十 三 業
企 七 月 の

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

道 号 設
の 置
表 等
吉 に
原 関

周 ・ す
末 る
武 条南 川 例
工 （

市 業 昭
用 和

業 号 十 設
の 三 置
設 日 等
置 に
等 関
に す
関 る
す 条
る 例
条 の
例 一
の 部

３
基 三
準 定 す
と の め 週 る
し 場 る 、 。
て 合 。 日
知 に 又
事 お は
が い 時

２
二 一

す
月 の る「
の 土 場 。
中 地 合
途 の の
か 価 使
ら 格 用

る
。

水 四
周 道 十
南 の 一
市 項 年

を 山
次 口
の 県
よ 条
う 例
に 第
改 四

一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に

定 て 間
め 、 を
る 週 単
。 、 位

日 と
又 す
は る
時 場
間 合
を の
単 使

使 」 料
用 と の
す は 金
る 、 額
場 当 の
合 該 計
の 土 算
そ 地 に
の の つ
月 適 い
の 正 て

め 十
る 六
。 号

）
の
一
部
を
次
の
よ

公
布
す
る
。

位 用
と 料
す の
る 金
と 額
き は
の 、
使 前
用 記
料 の
の 金

使 な は
用 時 、
料 価 次
の を に
金 い 定
額 う め
は 。 る
、 と
日 こ
割 ろ
計 に

う
に
改
正

八 す
、 る
七 。
〇
〇

山
口
県
知
事

二

金 額
額 を
は 基
、 準
前 と
記 し
の て
金 知
額 事
を が

算 よ
の る
方 。
法
に
よ
つ
て
算
定

六
五

井

関

成



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
十
条
中
「
教
育
委

第 山（
一 設 第 山 口
条 置 一 口 県

） 条 県 山 条
美 を 立 口 例
術 次 美 県 第
そ の 術 立 二
の よ 館 美 十
他 う 条 術 九

山 こ
平 口 の
成 県 条
十 立 例
九 美 は
年 術 、
三 館 平
月 条 成

別 山
表 口

附 第 県
一 工

則 吉 業
原 用
・ 水
末 道

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 十 工
県 第 九 業
工 二 年 用
業 十 三 水
用 八 月 道

員
会
規
則
」
を
「
規
則
」
に
改

の に 例 館 号
芸 改 条（
術 め 昭 例
に る 和 の
関 。 五 一
す 十 部
る 四 を
知 年 改
識 山 正
の 口 す
普 県 る
及 条 条

十 例 十
三 の 九
日 一 年

部 四
を 月
改 一
正 日
す か
る ら
条 施
例 行
を す

武 条
川 例
工 （
業 昭
用 和
水 三
道 十
の 七
項 年

中 を 山
次 口「

吉 の 県

水 号 十 条
道 三 例
条 日 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例

め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す

及 例 例
び 第
県 二
民 号
の ）
教 の
養 一
の 部
向 を
上 次
を の

こ る
こ 。
に
公
布
す
る
。

原 よ 条
・ う 例
末 に 第
武 改 五
川 め 十
工 る 三
業 。 号
用 ）
水 の
道 一
」 部

条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

る
。

図 よ
り う
、 に
も 改
つ 正
て す
文 る
化 。
の
振
興

を を
次「

末 の
武 よ
川 う
工 に
業 改
用 正
水 す
道 る
」 。

に
資
す
る
た
め
、
美
術
館
を

山
口
県
知
事

二

に
改
め
る
。

山
口
県
知
事

二

設
置
す
る
。

井

関

成

井

関

成

六
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２ （
経

こ 過
の 措
条 置
例 ）
の
施
行

１ （
施 五 四

こ 行
の 期 附 前 美
条 日 各 術
例 ） 則 号 そ
は に の
、 掲 他
平 げ の

第 （
三 二 一 三 業 第

条 務 二
美 美 美 ） 条
術 術 術 美 の
そ 品 品 術 次
の 等 そ 館 に
他 に の は 次
の 関 他 、 の

同 「
第 条 第 教 第
三 を 四 育 五
条 第 条 委 条
中 五 中 員 中

条 会「 「 「
、 と 美 の 教
学 す 術 」 育
芸 る 品 を 委

「
第 教 第 第 第
六 育 七 八 九
条 委 条 条 条
中 員 中 を 中

会 第「 「 「
教 規 教 九 美
育 則 育 条 術
委 」 委 と 品

の
際
現
に
改
正
前
の
山
口
県
立

成 る 芸
十 も 術
九 の に
年 の 関
四 ほ す
月 か る
一 、 学
日 文 校
か 化 教
ら の 育
施 振 及
行 興 び

芸 す 美 次 一
術 る 術 に 条
に 調 に 掲 を
関 査 関 げ 加
す 及 す る え
る び る 業 る
講 研 資 務 。
演 究 料 を
会 に 行（
、 関 以 う
講 す 下 。
習 る

員 。 そ 員「
、 の 知 会
事 他 事 規
務 美 の 則
職 術 」 」
員 に に を
」 関 改 「
を す め 規
削 る 、 則
り 資 同 」
、 料 条 に
同 」 を

員 を 員 す 等
会 会 る 」「
」 規 は 。 を
を 則 、 「

」 第 収「
知 に 四 集
事 改 条 美
」 め 」 術
に 、 を 品
、 同 等「

条 知 」「
一 第 事 に

美
術
館
条
例
第
五
条
の
規
定

す に 生
る 資 涯
。 す 学

る 習
た の
め 支
に 援
必 に
要 関
な す
業 る

「
会 こ 美
、 と 術
映 。 品
写 等
会 」
、 と
研 い
究 う
会 。
等 ）
の の

、
条 を 第 「
を 六 美「
第 美 条 術
四 術 と 品
条 品 す そと 等 る のす 」 。 他る に 美。 、 術「 に山

に 二 は 改
」 号 、 め
を 中 第 、

五 同「 「
い 教 条 条
ず 育 」 を
れ 委 に 第
か 員 、 十
に 会 条「
」 」 第 と
に を 五 す

に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
は

務 こ
に と
関 。
す
る
こ
と
。

開 収
催 集
に 、
関 保
す 管
る 及
こ び
と 展
。 示

に
関

関口 す県 る教 資育 料委 」員
を会
「（
美以
術下
品

改 条 る「
め 知 」 。
、 事 を
同 」 「
条 に 第
を 改 六
第 め 条
七 、 」
条 同 に
と 条 、
す を

、
改
正
後
の
山
口
県
立
美
術

す
る
こ
と
。

「
等教
」育
に委
、員

会 「
美」
術と
品い
等う
」。
を）

「
る 第 一
。 八 に

条 」
と を
す 「
る い
。 ず

れ
か
に
」

館
条
例
第
六

六 条
七 の

許
可
と

」 「
収を
集「
美知
術事
品」
等に
」改

め に
、 、

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

３ （
の 山 み
項 別 山 口 な
と 表 口 県 す
し 第 県 使 。
、 一 使 用
同 の 用 料
項 ４ 料 手
の の 手 数

料美
術
館
使
用

美山
術口
館県 施立 設

特

別

普

美通
術

前 表 数 料
に 中 料 条
次 条 例「
の 環 例 の
よ 境 一（
う 生 昭 部
に 活 和 改
加 部 三 正
え 関 十 ）
る 係 一
。 手 年

数 山
の講 展第 展第 使示二 示一座 用室企 室企

室 画 画

展

示

そ 団上学高
の 体のの等
他 者学専
の に生門
者 限 学（

品
展 等

の
観示 覧

そ 上学高
の のの等
他 者学専
の に生門
者 限 学（

料 口
」 県
を 条

例「
環 第
境 一
生 号
活 ）
部 の
関 一
係 部

一
時 一 一
間 日 日
に に に
つ つ つ
き き き

の る十校
団 。九又
体 ）歳は

の以大

一 一二 一二
人 人十 人十

に人 に人に
つ つ以 つ以
き き上 き上

る十校
。九及
）歳び
以大

一 一
人 人
に に
つ つ
き き

使 を
用 次
料 の
手 よ
数 う
料 に
」 改
に 正
改 す
め る
、 。

一
一 万
万 九

六 六 千
百 百 九
六 二 百
十 十 十
円 円 円

め千
る円
額の
範
囲
内
で
知 百
事 六
が 十 百
定 円 円

百 百
九 二
十 十
円 円

一
の
二
の
項
を
一
の
三
の
項
と
し
、
一
の
項
を
一
の
二

六
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

一
美

術

館

３ ２
の す 以 等
金 る 外 学 「
額 と の の 校 そ
に き 場 者 、 の
加 の 合 を 中 他
算 使 に い 等 の
し 用 お う 教 者
た 料 い 。 育 」

備
１

館 考
が 「
臨 普
時 通
に 展
展 示
覧 」
会 と

撮 模 熟

写
影 又

念・萩山
館浦美口
上術県収 記館立集

金 の て 学 と
額 金 、 校 は
と 額 施 、 、
す は 設 大 十
る 、 の 学 九
。 前 使 、 歳

記 用 高 未
の 者 等 満
使 が 専 の
用 、 門 者
料 観 学 並

等 は カを 美
開 術 ラ
催 館 ーし が
て 常
美 時
術 美
品 術
等 品
を 等

はーモ
ムノ 模ク
ロ 造 覧

美 講 室企術 画品 座 展等 室 示の
利
用

の 覧 校 び
金 料 及 に
額 、 び 十
の 受 特 九
百 講 別 歳
分 料 支 以
の そ 援 上
二 の 学 の
十 他 校 者
に こ の で
相 れ 生 学

展 を
示 展
す 示 一る す 点こ る 一と こ 回を と にい を つう い き。 い

、

一 一 一
点 点 点
一 一 一
回 回 回
に に に
つ つ つ
き き き

一
時 一
間 日
に に
つ つ
き き

当 ら 徒 校
す に 及 教
る 類 び 育
額 す 学 法
を る 生 に
当 料 で 規
該 金 あ 定
使 を る す
用 徴 も る
料 収 の 高

十場（「 円合学特 ）に術別 あ研展 つ究示 てを三」 は目千と 、的四は 三と百美 百す十術 二る円

円場（
）合学
に術
あ研
つ究
てを
は目 五
、的千 百 二
百と七 六 百
六す百 十 十
十る円 円 円

二
万
五
千

五 七
百 百
四 九
十 十
円 円

六
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

菊 目 の 倉 の 町
川 、 宮 御 宮 一
町 一 住 殿 町 丁
大 の 吉 町 二 目
字 宮 二 一 丁 、
道 東 丁 丁 目 秋
市 町 目 目 、 根
、 二 、 、 一 本
菊 丁 一 田 の 町

署 同
の 表 第 警
項 山 二 察
を 口 条 署 警
削 県 の の 察
り 萩 表 名 署
、 警 山 称 の
同 察 口 、 名
表 署 県 位 称

山
口 警
県 平 察
条 成 署
例 十 の
第 九 名
三 年 称
十 三 、
号 月 位

別
八 表

第削 一除 の
９
の

川 目 の 倉 宮 二
町 、 宮 御 町 丁
大 一 住 殿 三 目
字 の 吉 町 丁 、
樅 宮 三 二 目 秋
ノ 東 丁 丁 、 根
木 町 目 目 一 東
、 三 、 、 の 町
菊 丁 前 形 宮 、
川 目 勝 山 町 秋
町 、 谷 み 四 根
大 楠 町 ど 丁 西

山 の 山 置 、
口 項 口 及 位
県 管 警 び 置
下 轄 察 管 及
関 区 署 轄 び
警 域 の 区 管
察 の 項 域 轄
署 欄 管 に 区
の 中 轄 関 域
項 区 す に「
管 域 る 関（
轄 山 の 条 す

十 置
三 及
日 び

管
轄
区
域
に
関
す
る
条

表
八
の
項 ４
を を
次 、
の 対 の
よ 幅 場
う は 合
に 一 の
改 幅 使
め を 用

字 乃 、 り 目 町
東 一 一 町 、 一
中 丁 の 、 一 丁
山 目 宮 秋 の 目
、 、 卸 根 宮 、
菊 楠 本 新 町 秋
川 乃 町 町 五 根
町 二 、 、 丁 西
大 丁 秋 一 目 町
字 目 根 の 、 二
西 、 上 宮 勝 丁

区 口 欄 例 る
域 県 中 条（
の 江 昭 例「
欄 崎 除 和 の
中 警 く 二 一

察 。 十 部「
山 署 ） 九 を
口 の 」 年 改
県 管 の 山 正
豊 轄 下 口 す
田 区 に 県 る
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の
一
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を
改
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す
る
条
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る そ 料
。 れ の

ぞ 金
れ 額
一 の
点 計
と 算
す に
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。 い

て
中 楠 町 学 谷 目
山 乃 一 園 新 、
、 三 丁 町 町 秋
菊 丁 目 、 一 根
川 目 、 一 丁 南
町 、 秋 の 目 町
大 楠 根 宮 、 一
字 乃 上 本 勝 丁
上 四 町 町 谷 目
保 丁 二 一 新 、
木 目 丁 丁 町 秋

警 域 条 条「
察 を 、 例 例
署 除 阿 第
、 く 武 二
」 。 郡 十
を ） の 七
削 」 う 号
り を ち ）
、 削 阿 の
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表 、 町 部
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に
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す
る
。

は
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び
よ
う
ぶ
は
半
双
を
、

、 、 目 目 二 根
菊 楠 、 、 丁 南
川 乃 秋 一 目 町
町 五 根 の 、 二
大 丁 上 宮 勝 丁
字 目 町 本 谷 目
下 、 三 町 新 、
保 東 丁 二 町 秋
木 勝 目 丁 三 根
、 谷 、 目 丁 北
菊 」 形 、 目 町

山 同 」 を
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県 山 加 の
長 口 え よ
府 県 、 う
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川 を 山 一 、 、
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下 町 の 吉 町 町
大 大 宮 一 四 一
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、 轡 町 目 目 目
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川 、 丁 一 田 一

轄 項 田
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根 警 り
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５ ４
る か す
。 第 わ る 第

二 ら 条 二
項 ず 例 項
の 、 の の
規 当 一 場
定 該 部 合
に 数 を に

３ ２
萩 第 は 山
警 二 前 山 口 公
察 号 項 口 県 安
署 ） の 県 長 委
協 第 場 下 府 員
議 四 合 関 警 会
会 条 に 警 察 は
の の お 察 署 、

１ 田（ （
警 施 町
察 こ 行 大
署 の 期 附 字
協 条 日 江
議 例 ） 則 良
会 は 、
の 、 豊
委 平 田

大 字 一 崎 町
字 地 ノ 、 大
稲 吉 俣 菊 字
光 、 、 川 上
、 豊 豊 町 大
豊 田 田 大 野
田 町 町 字 、
町 大 大 久 菊
大 字 字 野 川

例
を
廃
止
す
る
条
例
を
こ
こ
に

よ を 改 お
り も 正 い
委 っ す て
嘱 て る 、
さ 、 条 山
れ そ 例 口
る れ 県（
委 ぞ 平 山
員 れ 成 口
の 山 十 警
任 口 八 察
期 県 年 署

委 規 い 署 協 こ
員 定 て 協 議 の
の に 、 議 会 条
定 よ 山 会 の 例
数 る 口 の 委 の
と 定 県 委 員 施
す 数 長 員 で 行
る を 府 を あ の
。 超 警 委 る 日

え 察 嘱 者 の
る 署 す の 前
と 協 る う 日

員 成 町
に 十 大
関 九 字
す 年 阿
る 四 座
特 月 上
例 一 」
） 日 に

か 改
ら め
施 、
行

字 大 稲 、 町
日 河 見 菊 大
野 内 、 川 字
、 、 豊 町 田
豊 豊 田 大 部
田 田 町 字 、
町 町 大 貴 菊
大 大 字 飯 川
字 字 金 、 町
高 殿 道 菊 大
山 敷 、 川 字
、 、 豊 町 上

公
布
す
る
。

は 山 山 協
、 口 口 議
警 警 県 会
察 察 条 又
署 署 例 は
協 協 第 山
議 議 二 口
会 会 十 県
条 又 九 下
例 は 号 関
第 山 ） 警

き 議 こ ち に
は 会 と か お
、 又 が ら い
同 は で 、 て
条 山 き そ 現
の 口 る れ に
規 県 。 ぞ 山
定 萩 れ 口
に 警 山 県
か 察 口 豊
か 署 県 田

「
す 、
る 大
。 字

秋
根
、
大
字
楠
乃
、

豊 豊 田 大 田
田 田 町 字 部
町 町 大 日 、
大 大 字 新 菊
字 字 宇 、 川
萩 内 豊 町
原 原 、 田 大
、 、 豊 町 字
豊 豊 田 大 七
田 田 町 字 見
町 町 大 杢 、

五 口 附 察
条 県 則 署
第 下 第 協
一 関 二 議
項 警 項 会
本 察 後 の
文 署 段 委
の 協 の 員
規 議 規 で
定 会 定 あ
に の に る

わ 協 長 警
ら 議 府 察
ず 会 警 署
、 の 察 協
当 委 署 議
該 員 協 会
数 で 議 、
を あ 会 山
も る 、 口
っ 者 山 県
て の 口 阿

大
字
勝
谷
、
大
字
田
倉
、
大

大 大 字 路 菊
字 字 八 子 川
手 西 道 、 町
洗 市 、 豊 大
、 、 豊 田 字
豊 豊 田 町 下
田 田 町 大 岡
町 町 大 字 枝
大 大 字 殿 、
字 字 鷹 居 菊
東 矢 子 、 川

か 委 よ 者
か 員 る の
わ の 定 数
ら 定 数 が
ず 数 を 警
、 と 超 察
平 す え 署
成 る る の
十 。 と 名
九 き 称
年 は 、

、 数 県 東
そ が 山 警
れ 警 口 察
ぞ 察 警 署
れ 署 察 協
山 協 署 議
口 議 協 会
県 会 議 、
長 条 会 山
府 例 、 口
警 山 県

字
形
山
、
大
字
小
野
、
大
字

長 田 、 豊 町
野 、 豊 田 大
、 豊 田 町 字
豊 田 町 大 上
田 町 大 字 岡
町 大 字 佐 枝
大 字 浮 野 、
字 庭 石 、 菊
西 田 、 豊 川
長 、 豊 田 町
野 豊 田 町 大

七
一

五 、 位
月 同 置
三 項 及
十 後 び
一 段 管
日 の 轄
ま 規 区
で 定 域
と に に
す か 関

（
察 平 口 江
署 成 県 崎
協 十 萩 警
議 三 警 察
会 年 察 署
又 山 署 協
は 口 協 議
山 県 議 会
口 条 会 又
県 例 又 は

井
田
」
を
削
る
。

、 田 町 大 字
豊 町 大 字 吉
田 大 字 荒 賀
町 字 今 木 、
大 中 出 、 菊
字 村 、 豊 川
城 、 豊 田 町
戸 豊 田 町 大
、 田 町 大 字
豊 町 大 字
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